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FEE EL Bi LIK & iit PRIL > ME PED 

a : 炭 TPE DBE BE WWE ICBC 外 5 件 

2 & 科 S$ Overthrhrusting と underthrusing の 見 別け 方 
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成 因 的 考 B 

MOB LAA Ald, 寧 に 工業 的 に 注意 す 可 きも の た る に 止 ら すず す , その 生 
成 の 形式 に 於 て 純然 た る ERO ARMA SOREL, HINO MAA A 
の それ に 連 閥 し て , 本 邦 内 地 に 於 て は 他 に 類例 を 求め 難 き も の で ある 。 

この 地方 の 耐火 粘土 が 油 母 真央 に 件 ふ 淡 動 色 真 岩 な る 事 は 上 述 の 通り で 
ある な が だ, 最近 八木 理 捉 士 の 観察 に よる も の は , PMBBKRA O LAL, それ 
eG UT BES Zi A FOS AGLI & REY IK Bid AC TEJA 22 
受け た る 定例 で ある 。 FORUM ILASH OPE, WK 200 m O) HSMP CCH 
—fal) 走向 N 35F, RB0E wR AA 1 ve—rB (ADORE, Ze 
MALAY 25 SOREL D bo, CORR 4m 以上 , COR 
面積 廣 く , HOU 4 BS BMS S4EOCTH5 jo CO MAME OF 
(4, SPM oA BIL OKRA COMLE (CC) OM 0.6m に 達 す 
DbsDDHAY, ZOMBIE F Ue DEER AOD AD HR re WAL, 


本 2G en vr we 線 54 | 
FTP AB ISI HEIR 

| 

e(D)OBBLT, ED 


上 部 の IRE ARS Bt 
LI BM EIR 2 を 示す も 
の で ある 。 

A (dR TEAK の 油 . 
母 買 岩 て , 次 別に 可溶性 
な る 有機 物 1.05 久 を 含 


w 


A ん 


ee OS ee Ad, WEED FE AS SA 2S 

rae ce he Ree Wee ay ae 多く , 鏡 下 で は 濃 礼 色 の 

SiO, | 52-41 | 4896 | 48.96 | 49.95. Kerogen lamimae の 間 . 
TiO, 057 03 102 | 0-64 ? 
| Al,O3 | 20-04 | 25.02 | 30-62 | 34.24 に 花粉 (0.01~0.001 m 
| Fe202 473 | 404] 0-19 = て 

FeO : } 208 18-47 oc? eee | m) 及び 植物 細胞 組織 の 

MgO 1-92 2-63 1-10} 0.01 | , oH 

CaO 181 | 2-98 | --0.97 | 0.93 BEST 72 Or, 外 に 決定 し 


Na O 0-71 2:24 1:00 | 0.92 y a a q Auli 
K,0 0.01 | 027 | 009 | 0.42 HES DADO BNL, 硫 


b 


| MnO tree atu OS 4ey Pennie ctinl| ences AMER 2 2) 9. 7A 
IE 19-65 SAS (id 9 18-79 化繊 徴 球 等 も 認め 得 ら 
Total | 99-89 | 100-33 | 100-28 | 100.05 れる が , TCO) MILA ¢ Mg 
SiO» ; Wo 
8 44 | 23 2:7 2-5 


B ik ib 
WAR! BUCHOS UIE 8, 肉眼 的 に も 角 礎 構造 が 認め られ , 鏡 下 で は 大 
小 不定 , 輪 亡 不 規則 な る 淡色 の BRAREED®, 淡 福 色 の 物質 で 脇 結 され , Tht 8 
APTS LBM S SED BD 645 5 BAD ¢ IBANEE A 2 MEIC 
SHTBSORE S, MEREROREY S VIRYRED J UBT IS & BAIS 

“1g BIDAR, THD & BALI & % EER Cautoclastic) 4: OWL 
5% 9 FARM DAME RAE eB L FBS MUM AAT ¢, HO Hee 


} " 
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eA Ly seo &, wee Fie AE NADIE > AWA EE OS 2 yh os MARTIN AIR &, 


小 基 に 存在 する 。 SOMA G A BAW A 成 で ある が オォ オイル: シェ ー 消 の 下 
HES Sb OE AUBAEHO LCC a, AIM AT MON, 長石 片 符 も 少し く を 
KAVTH So 

CULE 75 ASR £6 (LIME Sdute D の 風化 外 奏 央 で , そ OD Seti (= Uh WRAL 
PLO SEI ie EO, BEF Ck BL Ze S SH L FSMD O te HMB と 同 
様 で ある な が, MUPTINC  L 6 EYL SIEMEMO At Bk Oa く , SOR i ik 
少 す る が, NEAL MUO D YM Ae SiR (zai し て 居る 。 

D は 青 線 色 の 石 基 に 細 小 な る 衝 長 石 結 曲 を 均 様 に 散布 する 一 見 次 山 顎 欄 

DEET dB 2, BEE CULM FIKRAO & vw ety FY 2 Myatt te as L, AAG 
Heh CRAY SE), MOF UR IEII IS Af 4 2 & BE COLE IR OME TS (SIME Lb 
Mitel RB ICME AC LEO MTEWD) 22, リュ ー ュ クタ シン Weimer re 
WM ETSLDCHS, SOMBIE — 3 DI ILIA & Delessite ha 
近く , BA OKD 2 © OMOEA MME 2 We aL, また チタ ン の 紫 
WEIN) 4 it te B ik leucoxene の 存在 に よる も の で , & OR BE bY OD HSE & abhi 
LC, COMBOS と も 一 部 は 大 性 容 山 央 若しくは 玄武 岩 , Ty yiek 
岩 粒 の も の た る を 推定 する 事 が 出 米 る 。 

TD) tO) 下位 に は , MRM ES Ze AL CHERCAT (EAD % BRIE AS EOD BE MIB Ae ats 
FED, KM ORLA MIE D® PDS AWG (RFE Str, その PEI pseudo 
phyte MIRAT ICME L, EMBL LC MOMARMEAIN A FHLB & OD ds 
り , propylitization の 産物 た る か 示 し て 居る o UGALBRIIINE 7 CRUD RE BNE A DKS 

(SHES MA A ey WO) i, S OAM ATNDLED MVE OB IZ 

as Jia) BX 7 VEER DEALS BD , WED D2 CAO MERE, Mee (58 
SERGE Ae SEU te Zo 15 ARICA 88 Oil EIR で , WE し き ied it A. 


1) 県 破 に 促 な ふ pseudophyte clay Ai, WEA TA. hI Who 
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示し て 居る が , この 種 の 交代 作用 の 性 質 上 , MA OSEMRIL IRE Sar7sle L 
TChELS RHOMAEBCK SD EOFS ARE LOSS 

其 の 如く D,C,B な る 岩石 は 何れ も 原 地 性 毅 費 物 て , 何れ も 同様 な 原則 構 
造 が 保存 され て 居る か ら ,D は 温 然 C,B の 風化 原 岩 も 見 余す 可 き で ある ゥ 。 
この 推定 に よめ, 従来 の 方 法 に より , M203 が 不肖 な る ぁ る も の と 候 定 し て 主 
BB MSP ODE IL Ze HR ST PUSH HK LILA TERI So 


| I II Ul 
| ap |e. Epc: |) B PD AB 16 3) CEE ; 
| | | é 
SiO, | 37-94, 43-60 45-96 | 39-76 +1-82| 55-57) 50-71) —4.86 : 
Al,Og 27-56 2756 +0 | 2756 +0 | 34-75) 34-75 +0 4 
Feg03 | 5.21| 362 —1.59 | 015 —5.06 | 459| 19 —4-40 4 
FeO | 20.35| 120| —19.15| 0 | —20:35| 1.52 0 | =1.52 > 
MgO | 290 098 —182] 0.01 —289 124 0.02 —122 > 
CaO 3-29 0.93 —236| 0-74 —256 | 1.19, 0-94] 0-25] . ; 
Na,O 246 0-89 —157 | 0-73 —173 | 113 0-93) —0.20 : 
K,0 | 0-29 0.08 —021 | 0:35 +4006 | 010, 0-43 +033, £ 
= | = % 
Total 100-00, 79-16 —20-84) 69-30, 30-70 | 100-00 87-97) 12-03 3 
; 
但し 水分 は TEAM BALA し て 居る か ら , これ る も 便宜 上 計算 か ら 除 外 ‘ 


tics 

PHI dike DeRA LCT AMA REC の 成分 中 ( 策 二 表 う , そ 
OBE te RS LUTHER S Co と D の 比較 を 示す も の て , 一 般 の 成分 
が 風化 の 法則 に 従 つ て 何れ る 著 し き 減少 を 示す に 開 ら すず , EERO AD, 却 つ 
CIE PA UTES oC OFEMBE Rd, 地表 の 如何 な る 気候 短 態 に 於 ける 風 
MACHA T &, また は 深層 の 特殊 風化 , 温泉 作用 等 に 於 て さ へ , BER OER 
定 の 下 で は 常に 起り 得 ざ る も の で あつ て , この 場合 ORB LY KHL 
する 候 定 の 非 な る を 示す も の で ある 。 

Ki MAKE BDA Bist し て 直接 に 生成 され た り と する も (第 三 表 
TD), 上 に 同様 に 球 酸 増量 示す の みな ら す , WE bE LS eile し , B 


TBEOPRIEO PL Ciera. 
THM Wik C 2 EE & し て , DORE. B が 生成 せら れ た も の と & 見 彼 
し , BEL. REROME MED PF te abe FPN IE (第 三 表 TID, 加里 を 除い て は 正規 
の 風化 現 名 に 近い が , EL 上 , AR 5 ER Bie EO A RILHIO CT Cit BE 
めも 風化 程度 進み , B は な は ほ 多少 の 有機 物 を 保有 し て 一 種 の 保護 コ ョ イド 
を 形成 する も の で ある 。 
ォ イ イル: シェ ー ル は 一 般 に 風化 に 庄 す る 抵抗 が 大 て, その 有機 物 は 風化 に 
BEF ARMM eH 2 bOCA 0, WHHL, その 風化 程度 は B,C,D の 何 
れ よ めも 低い が , 之 を 原 岩 と 見 位 す 事 は , その 産 上 系 より 見 る も 不 合理 な ぁ を 
BRIE o 
VE OM <§ FERFBOIVED FCIk, CDGRO MICHA OBR 適合 - 
LAVA GD CHA. BIL PREO WHIZ KOT Variation diagram 
ーー | 第 表 
RN Rt 


40 


SiO, | 37-94 | 55-57 | 57-63 
| AlzO, | 27-56 | 34-75 | 39-51 


30 Fe203 5-21 4.59 0-22 


FeO 20-35 | 152 0 

_ MgO 2-90 1-24 0-02 

| CaO 3.29 | 119 | 107 

|Na,O | 246 | 113 | 106 

20 KO 029 | 010 | 0.49 

; Total | 100-00 | 100-00 | 100-00 


He OD Lets lin C55 — ltl )7e 2 S to, D, 
C,BO=BOEMAO Bali aH 
すれ ば , 第 四 表 の 有 通り に な る 。 


60 50 40 
BC 0 ZONE TERS BY Ss Bilt, FE 


PRD MEH Cy FB HS, PEED [ABET IS BA GEO TC RBME 2:3, 2-7, 


HOT nen es 1 
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2.5 OMAP ICEMES SBCHS— HBO es 基 性 岩 の 温 需 風 化 に 特有 な 
HRC, この 事 は D DIA E delessite k OMAHA L—-MITS,. COREE 
比 が 殆 ん ど 2.5 SiO2Al20s OR と 前 化し て BIL 4B, CORB 


Die & O MLK AREAS FB 5a, 殆 ん ど 同 様 に 保 た れ , 所 調 ヵ ォ リ ン 核 は この 


BUILDS TC ABET HOP VATS LANL, F OBERATIEID ry 75 DB BIL, HR 
Net 5B rk ES BUCO BN S PRE BEART SEOTHS. 
HEOTERU AO Ge MSIL, rae WR CRI BAL, OC IHS 
USELOYL << wytoms,C bo BCESmMeORRMM, RUCK 
9 BIB ARMA OBS ¢ Id, MEO Bi (2S ELDCHEKWD, ZO 
訟 明 を 要する 。 最も 著 し き は , BLAM eS AEILIAT & 鐵 と AR 
PU) ART (LBL, この 場合 に (oT UE plane ced: 
ate PAS SHURE ICIS Cd, 筆者 等 の 研究 が 明 ら DARTH, 酸性 
岩 は 袋 土 及び 鐵 分 が 相 謀 的 に 増加 し 理 酸 が 減少 し , ZEPER IE 反 謀 に その 鐵 
分 及び 多少 の 任 土 が 芯 失 され て 球 酸 は 相田 的 に 増し , 酸性 基 性 の BA JENS 
ABAYIPRMIAS Vb way POMIPIIITO <( CBS ORHANS 
に 熱帯 的 極端 風化 に 於 て は 唆 基 証 性 岩 は 共に 理 酸 の 世 失 と 八 土 鐵 分 の 載 加 
を 示し , 宏 帯 的 極端 風化 に 於 て は 反 替 に 玉 酸 の 増加 と BELO We Ze Ae 
UT, 所 調 Podsol béden を 形成 する も の で ある 。 然し 筆者 も 指摘 し た 様 に 
RASA TEO Bm BUC IC BE TT 8, その 経過 の 途中 に 於 て は 温帯 風化 の KARE 
MizbvAAYIb 又は ノン ジ ト ョ ニッ トト の 生成 を 見 る る の で こま で は 
温 城 風化 と 同様 な る 経路 たどり, Ze ORM MBL LT 夫々 の 極端 風 
化 に 移る も の で ある 。 即ち ラテ リ チ ゼ ーション , 叉 は ボー キシ ッ ト 生成 に 
於 て は , ラク ロア の 所 調 Zone de depart (Zersatzzone) 7% ZAK LIED 


1) 前 出 。 


i 
; 
& 
= 


Lip deg O Ise HS 


#59 a ee ATCT) 


CIA Lk ドア ゲル で は Bleicherdeholizont の 下層 が 2 tC HME 25 
ERIK TS EW AK ES OBE ANS HST Ik 一 般 に EERE Eh SL 22, BEI 
傾向 を 示す も の で あり , 深 居 の 風化 は その 場合 に よ つ て -- 様 で な い が , HEL 
CHER SL, 鐵 任 上 凸 を 失 ふ 例 が 多い 。 こ れ 等 の 場合 に 於 て は Tr mK 
び 土 金属 等 の 増 滅 に よ つ て 夫々 特 夏 な 産物 (アル ヵ リ 叉 は 酸性 白土 海 線 石 
理 酸 質 終 泥 石 等 う を 生ずる に 至る も の で ある 。 
吉岡 の 例 は , 上 の 何れ の 場合 と も 多少 の 差 培 を 示し て 居る が , KEI HT 

特 丈 な 水底 乃至 深層 風化 て ある 事 は 殆 ん ど 在 な い 。 特殊 な 深層 風化 と は , 
その 上 麻 た る オォ オイル: シェール 堆積 党 時 の 沼 光 旗 に 於 ける JER OB AC 
ある 。 BM iGO RRR ICIA CT IB RIO Pi BSR DE Ze D kot 
(EOC MRARO AE 270, その 下 旗 の BAPCBBUT ZeRA 
LOKAPEPDHE S24. HUT Be AHI, 上 逃 の 如く 有機 性 色 
KI EOC HE BL, STRRIED HO FELT BHA CEE ER IL, 4 Ae 
YE — WPCA aii, EO CME TLD SD, MK HHL PORWR BRA 
UTNE 6 CBE ILIRIE S 42 T APR ICER t 7 OCIS Sk CO OHB EC SEF 
2B BEDCH 4. RUM BMY RANO BRED 6, その 下 族 の 
HBR CA Ute SBRRBIt, こ ゝ で は 殆 ん ど 全 部 ドレ ッ シ ッ ト REED 
WARES EIN UC, その 第 一 鐵 等 の 可 溶 成分 を 除却 し , UC BREREAIIS 
カオ リン 成分 に HES HERAT SICBOK ANCHE 5. BBMIK b, tk 
泥 石 を 有機 酸 て 慮 理 す れ ば , KOT OMB RE 31S HLM SATE Bo 
RIA CRS 漂白 粘土 で て ある が , TREN LEOA MIL, bit OF > 
YI, R—-+ U7 bARICIAU S zone de départ, ¥ F YL ORABO 
Bh, UR Hh £8 ( Wiesenboden) & U' pelt OD FRE (AWE CATE So 最後 


1) A. Lacroix, Nouvelle archives du muséum 5° S. Tome V 1913; Minéralogie: 
de Madagascar 1922. 
2) H. Stremme, Grundztige der praktishen Bodenkundc 1926 
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DrOOBGES Md HE OA DGC BS HUEMOMIL IZ KOT FeH。 (SO4)2 _ 


を 生じ , それ に よ ょ つて 漂白 され る も の で ある 。 吉岡 の 場合 に は B と COX 
Ze SAIL BIS B に 於 て は 有機 物性 の 色素 が 多い と 云 ふ に 留まる 玉 , BY 
紀生 索 遷 風化 に 於 ける 漂白 粘土 と は 大 に 趣き を 異 に する も の で ある 。 

REIS B 居 は 有機 物 が 営 叶 の 沼 温 謀 た る オイ ル ・ シ ェ ー ル 居 よ り め 比較 的 


SIC UE LAB SABIE L, CMLL COM TOMO MBM 


72 WRENS ZI D ARROWS UT, RO 色素 性 有機 物 の BRT ALB 
5SOLEOTHS 5. MU CHREBHROBUILICM Tid, Be ZK AS 
EEA O RBIEIA IC KO UB RRRS ICKL, C RAZMABILE 
度 の 風化 を うけ, カ ォ リン 物 の 吸着 せる 加里 さき へ も 大 部 分 亡失 する に 至 つ 
た も の で あら うう 。 F—MCBV SBMOREAM LM < CCRT 6 BO MAR 
Bo 

SAAR MEFS HA ST & 効果 に 就 て は , EBA LOT FAME S 


れ 挫 つた けれ ども , TY CORB 5 RMOMACRT Id, Molde 8 


BEN C, ARBRE OB ED BUEICISO SER MEA OHM S tk 甚だ 文 
BNEZ Lio CRUG RRO HEARD AHET dO. TRE, 水分 , 37 ONKEE, 分 解 
OBES SO RULE HENS A, RIL Ae S Clam, D BUC 


ELENA LT ERM INS SABA S ZEOMMID KS LOTH _ 


る 。 政 に 吉岡 の 場合 に 於 て も , BARRO RAI 及ぼ す 作 用 が 如何 な る 機巧 
MTL Ss DORM, HSS ZARBUS ALE. 

LARS BIS, HEE CB) 漂白 粘土 (C) 及び ひ 線 泥 石化 せる 北原 岩 
(D) は , も と 同一 引 種 に 属す る 詳 跡 を 有 し , 原 地 に 於 いて 風化 作用 を 受け た 
も の で ある 。 こ の 線 色 北 放 岩 居 は , BG (propylitization) 乃至 緒 泥 化 作用 
(chloritization) を 受け た る 中 性 乃至 基 性 の 岩石 で , Hie, RMD, 方 解 石 , 

1) Fin 


he RE Sia 
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"一 次 石英 (微量 ) 等 を 生成 する と 同時 に 幾 分 の 圭 酸 を 世 失 せる も の で , (D) 
の 如き は 殆 ん ど 全 部 delessite (BULLS LOTHS.6 

© Oi BK IL, 軽度 の 地表 風化 を 受け た る 後 , その 表面 は 海岸 性 の 
We L1G L, こ ゝ に 吉岡 オ イル: シェ ー ル の 堆積 を 見 る に 至 つ た 。 MUTE 
の 腐 触 酸 の 一 部 は 豊富 な る 水分 に よめ て PREDRRLE EO, BAT ZO 
FORE Bie IA LTS ORD FOND 可 溶 成分 を 溶解 し 去り , カオ 
リン 成分 に 近 き 閣 土 を 生成 する と 同時 に , IO ARO 吸着 に よ つ て を 
MEAT SIB OK, COMA 6 < BIEO HT kh BRAEC 
DD, COP ACI Pt ORAS LEDATHOT, © SB 
ARETE RS 3 KML OR ES SICBOKRbLOTHS. MU 
CHE EHD RII BBCI Tid, B な る 耐火 粘土 は 有機 コロ イィ 
F OPRRENE IH 232 ¢ DIK LIRA LE OB RD EPOK LOT 
あら 5。 

FAIR), A オイ ィ イル: シェ ー ル 層 に 必 々 耐火 灯 土 を 件 ふ 例 は 一 般 的 に 認め られ 
スト レム メ の 如き は , 一 般 に 温泉 作用 の 産物 と 認め られ 挫 つ た 維 納 委 地 北 
BOA) -ROAMICML, ot) - OA MICRO BL, ZL 
RIES Ki ORES BHT So 吉岡 の i AAI, WHO Pr 
Me—-+ 27 EPO RRA RL COMREROMUTS &EOT, 共に 
BRT IIRA DAY) > MOLI TS. MULT ボー キシ ッ ト の 生成 に 
BEL, BISON SRA DHA wt) > ARR ICE UC RICIS TC, 更に 極端 風 
(Cl KOT HA- FV PET AHL, HMO THI KAAAO ヵ オ リン 
RA & OUP EIS KOT RAD PAE CRAA A) 
Bid, ROR A SBA EF & OC, REMOVAL 2 ET 5 LOCA 
Bates | 

1) 前 出 。 
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要 約 

今回 吉岡 で 杉 見 され た 耐火 粘 王 は その 成分 大 剛 に 於 て 非 語 性 ヵ カ ォ リン に 
近く , その 耐火 度 は ゼー ダル 温度 計 31 BB 34 BC, COW, an, FEC 
WE O PRB LAC iL, AFB HEIL 未だ 他 に 類例 を 見 な い 
も の で ある 。 。 
吉岡 耐火 粘土 は , ( 甲 ) ォ オイル ・ シ エー ル の 下 盤 た る 殆 ん ど 全 部 線 泥 石化 
(Delessite) せる 線 色 凝 旅 岩 居 が, オイ ル ・ シ ェ エール 堆積 常時 の IGE & O 
BS UB ARO td (IEP OBL TOMO HVE MA DYSAERAD S 20 T 
生成 し た る 原 地 生成 Gin situ, antochthone) の も の と ,( 乙 ) オ イル ・ シ エー 
w & AUR UTC, le OUR AEE) I IC, その 周 園 の 陸上 より 運搬 され 
CHER (allotochthone) し た る も の と の 二 種 に 分 た れる 。 

(Z) の 原 岩 は 甲 と 同様 な る 縮 泥 石 て , オイ ィ イル シェー ル の 如く 有機 物 の 過 


量 な ら さ ざる 環境 の 下 に , 同様 に 腐 人 鯉 酸 の た め に 其 可 溶 成分 が 除却 され て 生 - 


成 し た も の で て,( 甲 ) OGESICRG る が 如き オォ 4-7 r— re LO BBM ZR 
開 係 は 認め られ な い 。 

原 地 性 ( 甲 )〕 と 被 運 搬性 ( こ ) の 耐火 半 土 が 同時 に 存在 する 事 冥 は , その 生 
成 が 堆積 富 時 に 起 つ た 事 を 示す も の で ある 。 

な は 硫化 鐵 の 分 解 に よる FeH。(SO4)。 の 圭 酸 質 粘 土 に 詩 す る 作用 は , そ 
DRAWMRBOHNK, 粘土 中 よめ KRG 2 SIO Al,03 2 H20 な る 成分 , 即ち 
DAY VMI S EOVTWT SRUHSALOCHS. MALO BSS 
FIORE BA, BEE MIN ZLSKIOMCLALOCHS, HME 
に 於 ける 漂白 計 に 就 て も 多少 その 傾向 が 認め られ る けれ ども , HLROR 
PPLE A IID GOMES 

Td AGL OMA Bt と 同質 で あり , 後者 は 更に 所 調 ボー 
+27 bit HABLA SE) に 媛 質 す る も の で ある が, これ 等 の 生成 開 係 
OPM LT も , 吉岡 粘土 の 提 例 は 重要 な 暗示 を 奥 へ る も の で ある 。 
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FEO “ BAKER” (CHT S BMA 
(第 二 報 ) (6) 


Rest wf Bo SB 


1 本 -R RH Ges) 


GD BREMHO “ BKB” ES, 
wa REA o 


(本 寅 験 第 六 ノ ー, = RUE) 
A EE — JVB BALIN CT, HEED “ WORM” E に 謀 す る , 1) 其 供 
PAHOA MG te O LIBSPRRRE C ; (2) JEAERERO A Q ; (S)ILHREO irk 
PM~F2O HS 荷重 P 等 と の 夫々 開 係 を 観 , 叉 (4 供用 試料 の 「 粉 塊 
の 大 いさ 」S を 更 へ た る 場合 の E:P の 開 係 , 更に (5) 供用 試料 の 種類 K の 
ARB 1 DBO E:P の 開 係 を 一 應 検討 し 来 つ た の で ある 。 
BD CARRS OATS : 
(i) E:C. -(@) E:0. (3). E:P. (4) E:P:S.> (6) E:P: Kec 
Dima 
雲 に 更に 吟味 せん と する 開 係 は 次 の 如く で ある 。 
(6:) E:C:Q COCKE BN? —) 
(62) E:P:C ([aAl zg) 
(63) E:P:Q (fal =) 
ZERIOME RO, 相互 開 係 を 完 明 せん と 企 て た る が だ が,S 及び KK は 今 
回 の 場合 皆 一 定 と し , Si 及び Ki を 供用 し た の で ある 。 


(61) 供用 試料 の 量 O を 種々 更 へ た る 場合 に 共 
ける , THEO “WBA” E é, Rothe 
OIF Bic) UBRRE C CO. 


CARIB J —) 
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供用 試料 PLWHA HA Ka (CUT, 0.1 mm3 YEO PHHROKW 3 J 
Si を 供用 する 。 

He TMH Oa Q, AONE C ROAR RHO Bl 
MAAR 2 R ROM < し, HO= ROMA RK % SARE し た 。 
即ち (a) Qi =6.25 gr., C1=1 ton (C’=174.52 kg/cem?), 2 Ry =27 mm 

Cb) Qo=12.5 gr.; C,=1 ton (C’=83.68kg/em2), 2R2=89 mm 


(c) Q3=25.0gr., C1 =1ton (C’=40.60kg/em2), 2Rs=56 mm 4 


然 る 時 , HAO !E 3 Ditto 6mm. と な つた の で ある 。 =~ 
RAM IBBO Kh dO eae K & = MAT BYE LIC 0 . 3 
(d) Q,=6.25gr., C1 =1 ton (C’=83.68&kg/cm?2), 2R 2 = 39mm. a 


(e) Qs=25.0gr., C1 =1 ton (C’ = 83.68kg/cm2), 2 Ro = 39mm. 

AR AWE, LARABOWES Dit CA) POT 3mm, Ce) ICAO T 12mm bee 
Diss 
REE “VOKWIE” RPROCK|2R,=56mm), 「 中 」(2R。=39 
mm) 及び 「 小 」(2R:=27 mm) RA [ise Ao 

RRR ENC ORAREB (a) (b) 及び (c) HS, MFC OROOYR 
SW Meir BONEO “ WoW” E IRON BU  eRe SI iE 
FULL LC 2 HAT) の 吟味 を な す 。 

RGR 以下 示す 結果 中 , 既に 定 験 を 行 へ る は 其 億 湊 に 移す る も の ある 

b, RIERA SBD G Ri. PINUS ORE 0b) Cd) 及び Ce〕 の 
場合 の 如き で ある 。 

AHEBUB A 7 —OHERIA Nos. (a) (5) Ce) に 読 い て と , 叉 Nos. (4) (b) 
COMO TL CHE L UT BA SREL TSA MBM TAQ % 1:2:4 

比 に 探り , CLARE BLIGE & AHH 1: 2: 4 の 比 に 近 き 2R EL, WT C= 
1 ton DMRS (F LT MALTGAO ME 8 HEME 1: 2: 4 OMIM LEW < 


Mi i 
i (BNNs * 
ay > 
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供用 試料 の 量 Q 2M ABA SBRICR 3, 粘土 の 
CH) “Wok IRE” E RU (COME H と , 供 試体 の 
S20 Kite UBSEREIE CC ¢ CBA S 3 REEL 


| 

| : | 
| | i 人 と é 
_ Nos. | Qe 3Rmni Diam | Ckgrem2 


(a) | 625 | 97 6 | 17452 | 244 | 39.04 | .2.00 3-33 
Cb) |125 | 39 7 6 83-68 | 5:22 | 41.76 | 1-85 | 3083 
| €e)|250 | 56; 6 40-60 | 11-47 | 4588 | 164 | 27-33 
C4) | 625 | 39° «3 83.68 | 3:33 | 5328 | 134 | 44.67 
39 | 12 83-68 | 862 3447 | 189 | 15.75 

備考 ZPQIKAMR OR, 2R CHR RAKO AMMAR, 


D (tHE z,C LBA ANMO RI Be) UBER, H ism 
水量 , hMKA, diz [EF O “WM” le ARADME 
MF WUC AP No. (Cb) AARRER BO ICKI S No. 
XVI RUDB=KcRG S No. XVIy と , No. @ は 同人 第 
二 に 於 ける No. XV 2, XM No. ©) は 同 第 二 た に 於 け る No. 
XVI £X* Be Flv 


企 て た る が な, HAO SHIT 6mm CHOKOCHAs Z¥EO Hearse 
Re jay BO) REMAKE Lb te, Nos. (a)Cb) Co) (oy C Mak ae A は 順次 閉 
Laie 5, “Weis? d は 潤 物 的 に 減少 の 傾向 を 示し た の で ある 。 用 らち 
No. (a) は 量 Q lc UTR KES HH, HHI LTIKTHSD, No. 
(ce) AILT ZICJK LU, No, (b) は 夫 等 の 中 間 に 位 し た 事 と 認め られ る 。 ML 
て 上 及 e に 開 し て も 此 事 家 は 同様 で て あつ た 。 

PRA RW TE Q % 1:2:4 の 比 に 探り た る は 同 断 で ある が ;, HMO 
WR ASE DSi, < も マツ も 差異 な く , 厚 る D1:2:4 OWE UY, 基 結 果 
WAH & 4 の 共に 増加 を 來 し て ,h 及び e 共 に 逆 に 減じ て 居る 。 MUTE 
等 の 開 係 を e 及 び h と ょ と Q@ LOM CRS HRY CARS ULB =O 
如く 表現 せら れる 。 
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供 用 試料 の 量 
Q b+ BAK SBSH SHLD “WKB” E 2 
PNK © 5213 Bt 0 LESREEHE C 2 OBIS : 
表示 曲線 . (試料 Ky. Si) 
CARRERE 7 —) 
2R CD 3@ 


mm "Yocum mm gr 


QB, 27 (74526 625 
A, 3% 8368 6 1250 
QS, 56 40.60 6 2500 
O 39 8368 3 625 
O 34 836812 25.00 
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Pencamtage of Expamdion(e ) d Hydration (*) 
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Compression CC NY om 
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Fs PSNI T 4142 及び ds は 夫々 Nos. (a)(b) RU (CC) CHE 
ORU 9 lk Nos. (d) RU Ce) を 表現 する 。 BIRO Nos. (d)(b)(e) | 
の 開 係 は , < OF LSB RIB LU S HIBALRIC UT, Ae 
ORES CBO ERC HS. MAK, Nos. (a) (b) 及び (c) OBRIL BE 
逃 の 如く ,「 供 用 試料 の 量 Q の 小 に し て , APERIE c’ OK ie J HeSRAB IE, 
Q の 大 に し て 上 且 び OMSK YO, “WIE” Be DP AGL, 吸水 率 h の 
RRS | BELBD LEA. HLT IRONS Q の 一 定 に し て 
DAKE OYE EO BIER LS MECHA | OSH —BI). 但 本 
AURA NO—O) 結果 は GRA IMIR G SSS LOK UT, MATS SHB 
ORME ESD ZIM S NOM T MAR OCS, 自ら RSMR 
を 生 ず べ さく 想 は れる 。 例 へ ば 蘭 き 紙 の 如き 面 も 堅 硬 な る 頁岩 等 は 問題 以外 
と し て 取扱 は な い の で ある 。 BMS ABER HARE OIRO BRI BATS 
ZO Fic, か がく 或 範 園内 に て 満足 する 次 第 で ある 。 
(62) RRBOSUBICY UBRER C を 種々 
更 へ た る 場合 に 於 ける , MEO “ BOR 
ie” EB と , Rape IIMA + HS 
HEP EOF 


(BREAN J = 
供用 試料 EPR Ae Ka (2 UT, 0-1 mm3 PO) PHBOK 


いさ J S16 

ge BE HE 供用 試料 の 草 Q を Qa=12.50gr FAN CHRY TC, R% HLS 
控 程 度 じ ゃ C=1ton (Cy = 83.65 kg cm?) 7Co=2 ton (Cs = 167.36 kg/ 
cm2) 及び Ca=3ton (Cy =251.04 kg/cm?) DEPEICU B HEAL IE 0 
de 6 DR. 39 mm OM MY AFT 2 ANAL ET. MOMS Ik C の 大 
小 に 因 9, 夫々 6mm; 5.8 mm.; 5 mm と な つた の で ある 。 
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第 - 十 ゝ 三 = 表 
TEAK © 2 ee LU BRPERERE C を 種々 更 へ た 
る 場合 に た に 於 け SCHED “ Woke” ERU 
CZK At Wok EMR IC I~ 2 SB SB Toh - 
HP Licht S RE RR 


Nos P 2 | Ps CH) 
1 ¢ に 2 H ony 2 £ 

kg/ll.95cm | kg/cm We ie 2% dacs 
XVI, 0 0 | 522 | 4176 | 185 
XVI4 0 0 4.85 | 3880 | 1-75 
XvIb 0 0 | 475 | 38.00 | 1.67 
XVI。 1 0-084 463 | 37-09 | 1-09 
XVI, 1 C086. 7) is ee ee 
XVI, 1 0.084= | we NS 
XVI, 3 0-251 3-90 | 31-20 | 0-40 
LVI4 3 0-251 3-57 28-56 0-55 
XVI4 | 3 0-251 3-50 | 28.00 | 0.52 
XV | 6 UN peel eects eee UnSeO LS LS veces 
XVI5_6 6 0502 335 | 2680 | 0-40 
XVI5-6 6 0502 | 325 2600] 03 
XVIg - | 7 0586 3.68 § 29-44 | 0-14 
XVI, | 7 O5SE uch Sa ee eee 
xv. | 7 CC 5b i ace eee 
XVI17 10 0-837 «| 3-55 | 2840 | 0-10 1-67 
XVI7 10 0-837 322 25-76 | 0-24 4.53 
XVvls 10 0-837 305 2440 | 027 540 
MVS ts 1.088 343 27-44 | 0.023 | 0:38 
XVI3 13 OSGeo a) cas ee ae | reeeee | neeees 
XVI 13 TOSS set Saree eer eens Wer ee uy 
XVI9 15 1-255 3.33 26-64 0 0 
XVI 15 1-255 315 : 25.20 | 0-18 3:39 
xXxVI9 15 1.255 2-88 23:04 | 920 | 400 
XVIj0 20 TGA A ena ne eS 
xVvIlio 20 1-674. | 3.00 24.00 | 0-12 2-26 
XVIip 20 1-674 275 | 2200 | 0-14 2.80 | 
二村 94 迷い | 


本 57017) 


(Gi De 

ee 

1-32 

2-40 

0-56 

2. BNE Ah 9 = 

3 2-510 60 | 0 

XVIis 30 2.510 2.56 20:48 | 0-10 2.00 

XVI | 35 OO Of ial wenictgdie (2 cron tf. tans. ot ee 

XV 35_ の 0 の 0 
NVI 35 2.929 
XVLs 40 3:847 
XVIis 40 3-347 
XVI, 40 3-347 

XV 45 DGD SN RR LE 

XVIjg 45 3766 | 

| 45 3.766 2-31 ; 1848 | 0.05 1-00 

XV 50 Apple a eR coe remes 

XV 50 CE senee Pont Bere 

Ryle, 50 4.184 2:25 ; 18:00 | 0-04 0-80 

Se | 55 DNC a RR cee et alan aid CPE, 

ela be 55 DEREK Socoda. i eats 1h cea ah ie eae 

ae 55 4-602 220 ; 17-60 0 0 


備考 Pt ABER KR © ALi 11-95 cm2 CBS S tore, P’ は 
JL prt cm? (CHS S tof BW, H は 吸水 量 , h AWK, d 
aso “We” | e ZLADREMT o 
叉 供 試体 Nos. XVI」 乃至 XVlis (i RMRBSE OKLA 
4 (C= 83-68kg/em2, D=6 mm,); Nos, XVI} 乃至 
XVI, 及び Nos. XVI} 7y3 XVIts ¢BYEREC eth -e 3 
pest ikic LD CHIE Ss UROCHRSUO CHAM C’'=167-36 
kg/em2., D=5.3m.m, 後者 は C’=251-04kg/em2., D=5.0 


m.m). 


7 
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BREE 26 HERO ROD, THIS RE “Okie” Al ROlH | 
DA = 3872 BJ No 

RE AER HCE: PAA) ¢ BYERS 4 iho, PEA AELAU Ba 
MEO = BR aE <¢ REIS LU, EMR BRIE 6 OBAR S MaRS LOCH S® 

RRER MOM. KABRHOBS LHL 2B VPOMS MRE 
Hertz o 

第 十 三 表 中 の Nos. XVI, 乃至 XV CH CAAA RB Ba IR 
TES LS ELIT, 其 結 果 を 衝 に 移し た の で あぁ る が, Zt KER 
BIN? 二 に 於 いて 今回 新 に 吟味 せる 後 の 二 群 の 供 試 艇 に 就 い て の 結果 と 細 
比 す る に , 次 の 事 胃 は 特に 注意 を 惹く の で ある 。 即 「 量 Q 其他 の 全く 等 し 
き 供 試 鏡 は , IC OME C の 異 る 事 に 因り , 吸水 中 加 へ ら る ・ ゝ 荷 
重 の 同じ 場合 , RICCP) “AWE” 上 E 並 びに (の ) ツ 吸水 量 ECB L, RE 
の 牽 e 並 びに h は C の 大 な る 供 試 直 の 小 な る に 比 し 増加 する 」。 TH UCT ak 
荷重 以上 を 加 へ られ た る 時 , 供 試 贈 は 熟れ も 吸水 す と 中 ども , “WIE OWE 
Re BLES SIMRO, 党 初 の 礎 控 程度 C の 大 な る 程 其 荷重 : の 大 
な る に 耐え る , (換言 すれ ば , “BKB” Tel OMS PRS 2 BH LB 
る )」。 今 潜 に 敷 量 的 吟味 を 行 ふ は , 向 ほ 早計 に 失 す る や の 懸 念 な き に あら ざ 
る も , じ C 或 は C" と PP 或 は 「e」 CI CBRE A IL, DF OMROR 
ひ 得 られ る 。 3 

BP Ci :Cy:Cg=1:2:3 (UTR C, Cy: Cy = 83.68 : 167.36 : 251.04 
=O ei aie , 

TM OT HHO “WR” を 全く 不可 能 な らし め ゅ た る P の 大 さ を 夫々 
Py, P2, Ps &L, MEMEO “IeHien ” Te] を 夫々 「ei lL 「ea,「es」 と すれ 
は 

Pi: Poi Ps=[er fi Peod: Tes] CUTCHEO WIS 15: 30:55 or 


4 


x 
“° 
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1.255 : 2.510 : 4.602=1:2;3.667 274, SEI = EBs 果 其 位 よ め 
At. B PAO PARC ある な, 或 範 園 内 に 於 いて HHO Bw St 居 た 0 
LIBRREIS C (CAR EBIELC BIA “Bokeh ” Te] Oak 3 4 se-> OS 1 
向 を 知ら し め ら れ た の で ある 。 S24 C’ ORS =PEOM PRA IHES, e 及 
び h と PP と の 闘 係 を 曲線 を以て 絡め て 園 示 すれ ば 筑 十 四 園 と な る 。 
第 + gg 
供 試 体 の 受け 居 た りり LUERPERERE C を 種々 更 へ た る 場 
SRR SHAD “OKIE” と 吸水 下 供 試体 
KIO. HS RCA P と の 開 係 表示 曲線 
(試料 Ky, Sz) 
CABRERA 7 =) 


A 39 8368 6 1250 
2 39 16736 53 12.50 
39 25104 5 1250 


0 02 04 06 08 1.0 1.2 14 16 1.8 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 4042.44 46 48 


Load (CP) Yacm. 

第 十 四 園 の 曲線 は ,e:P と 及び h:P EKARBRIN ICH O THMTES 
BLASS 吸水 中 無 荷 重 CP=O) の 場合 に 於 ける 党 初 の 礎 控 程度 C" の 
大 な る 供 試 路 程 e は 常に 大 , h は 常に 小 な る 開 係 (本 利 肉 第 一 参照 ) か , IE 
荷重 の 如何 に 拘ら ず , ZI 常に 同 開 係 を 保つ 事 牛 を 譜 査 し 得 た の で ある 。 
十 し て 一 見 等 曲線 の 概 癌 は 本 宮 験 第 石 に 於 ける (供用 試料 の 種類 を 更 
へ た る 場合 と 相似 た る が 如き る も,h 曲線 の 順位 の 全く 逆 な る は , 其 間 の 差 
BRUTE So 
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(63) 供用 試料 の 量 O を 種々 更 へ た る 場合 に 府 i 

FS, LO “RKRWAR EE, 吸水 中 供 : 

試 忠 に 加 へ つ * SSH B® PLEO . | 

CAREER 7 =) q 

供用 試料 前 同 様 Ka CUT, Si の 試料 供用 。 : 
at ge 供用 試料 の 量 Q ゃ Qi1=6.25gr; Qo =12.5 gr; Q3 =25.0gr. Hi : 
PRO 2 Ro=39 mmD HEA ST J AY PAHS AC, [a] — PERE Cy = Lton j 

(C'=83.68 kg/cm?) OMY La, KAIES DO Dy =3mm; D2=6 | 


mm ;Dg=12mm と なり し を 吟味 する 。 即 , じ 及び 2R の 一 定 に し て , Qi: 
Qo: Q3=1:2:4 と し , Di :D。:Ds=1:2:4 %A RREICHRS ABST 


RBES I “OE” RBA p= AEE 4 

RR 全く 前 同 断 。 

RBZ 例 に より 先 づ 表示 叉 園 示 し , 後に 訟 明 を 加 へ る 。 
第 + 表 # 

供用 試料 の 量 Q を 種々 更 へ た る 場合 に 於 9 る , 

ROCA) “ Wok” 及び の) 吸水 量 耳 


と , 吸水 中 供 試 体 に 加 へ っ つっ ょ ゝ ある 答 重 P Lic も 
FB PERE BL 
: a | 
Nos. Pkg/ileoscm2 | Py g/cm?2 ‘ : : cote と 


Her Wg | dum 78 98 


eae fone 


| 20) CH) 
Nos. | P. . 2 : ES g ake ’ 
| | kg/t1+95cem : kg/cm2 He h % dcr ese 
XV 5 5 
& XVI; 5 
a XVII 5 5 
3 NV S 
XVIs-6 6 
XVII 6 6 
XVe vf 
XV1¢ 7 
XVII¢ 7 
XV6g_7 8 
XVIg6_7 8 
XVIle 7 8 
ae | 10 
| XVI- 10 
XVII, 10 
KV eg | 13 ECO ee ee hi SE th aap eee 
XVIg 18 1-088 3-43 27-44 0.023 0-38 
XVII, 13 EOS ri cacchea) on ebeeee 
is | 15 1-255 ay PE RREROE +9 a a 
XVI。g 15 1-255 3:33 : 26-64 0 0 
XVII。g 15 1.255 6:05 : 24-20 0-16 1.33 
Maine main gt te aint gas aa ts as Sy oS . a ee See BE ee た Cf Ss A FS Er ees eet Re et 
XVio 18 aA escolar ee one PR ane er sans. 
XVI,» 18 TUG OEE, sees og REE eee eee 
XVIIL。 18 1.506 6.00 24.00 0.04 0-33 
XVj1 20 1.674 EE 1Srracs 
VIG 20 TEGO eee RC OS 
XV 20 1.674 582 R228 0 0 
備考 PF は 園 板 型 供 試 体 の 彫 面積 11.95 cm? (cB s 2 terme, P’ 
(SSC LIE cm? (CMT SH, His Wok a, h は 吸水 
HB dit [Mao “WE | e AHADHREMT 
XM Nos. XV 乃至 XVii は Q1 =6-25 gr ; D] =3 mm; Nos. 
XVI」 Jy XVI は Qo=12-5 gr; D2=6mm; Nos. 
XVII, 乃至 XVIL は Qs=25.0 gr; Ds=12 mm OR 
々 供 試 体 に し て , Nos. XV ; XVI; XVII」 (tA 
ーー に 於 ける Nos. XV; XVI; XVILL BCE HBS 
HEEB O RIE & IMB ICE LEO CH Bo 
Py 
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第 十 四 表 中 の Nos. XVIq JHE XVls Celi CARAB B= RO TE 
REAR, ZEWMWT SBD MWOTRO Hagel MS, Be MAK OK 
第 な る が , 試料 の 量 Q の 比 Q1 : Qe: Q3=6.25: 12.5: 25.0=1:2:4 =BO 
eGOR “Wik” Ae % e1; e2; es KO “WARD ” 「e」 を 夫々 feist 
Feo), leg) と すれ ば , 無 荷 重 の 時 の ei : eg : es の 比 は 44.67 : 30.83: 15.75 
Sor 221 CU, he ee E08 OE CA AES 
(ABI 2A し て 居る 。 

LER h ORR HRD Cala ek, 第 十 五 岡 の 如く で ある 。 


Se + & 
供用 試料 の 量 Q & hi < Ne SYAICIAG Bi : 
AO “WKH” Ed aK EB PRIC AI 2 
b Swi BUD) P LOR mR HR 
(試料 Ky, Si) 
CASTER BA 7 =) 


Ci = 8368 "Yo cm OR = 39 mm 


D @ D @ 

mm gr mm gr 

—o— 3 625 ~~ 3 625 

@ [= 12.50 & {I= 6 12.50 

60 —O— 12 2500 “se 12 2500 


Pencemtoge Gf Expamoion(€) d Hydration Ch) 
w 
o 


0 02 04 0.6 03 4.0 12 14 16 3 
Load (P) “Shem 
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Fetal ¢ の 曲線 は 夫々 相互 に 交叉 し , 本 定 験 第 四 (供用 試料 の 「 粉 塊 
の 大 いき さ 」 5S を 更 へ た る の み の 場 合 ) に 於 ける 夫々 LATHES. BM, 4 
回 Q の 小 な る 供 試 田 に 就 い て の <e 曲線 は 荷重 P ORES Ad “WHE” AE e 
KIS Bs P OSS » (FET € BM URSo 然るに Q の 大 な る 供 試 
BABY CAZES MRS HS TUT h OAM ABER BO I 
ける 夫々 と 酷似 し , SCA ECP ERLE COR. FrkSoBS) OME BH 
近い 。 


VE OM fa (SEF O ih +) ES O BR ITO, MITOOD® ある も の ある も , 
SiR RIL HE < AAR OK? BES COAL UT, ZEORH SHE DIGS | 
AE eso D>, EG SAS TAFE ME HU SS AIICHEU OT HS 
1) UC BERT LAT <I GEO TC Gt & CURE L 5 De Rrra He RL, > 
RAE i beh 7 BIB LYES BOD HS, 

axe AAI K RO HELD “ Bok” (CBS 4 Pad ead 其 供 試 
fal BiS, ai Pete — KER URES OBR ICBR L, KIC AATEC RD CHE 
72 DA, IAC RHODES SS WHIO> HO WIKIES 75 6k, IRIE 通 ず べ き 
或 限度 の 結論 を 刻む る 事 と する 。 RFE) 


草津 白根 火山 爆 品 調査 報 文 (2) 


Vim wo 
今 炊 の 活動 に 際 し 新 に 開口 せる 噴出 口 に は 下 の 3 Fld O, BS BET, A 
製 及び 噴気 孔 LT, それ ら の 位置 を 板 測量 に より 定め た る も の は 第 六 
IAS OM Lo 以下 各 項 に 就 て 記述 すべ し 。 


ABIL a a ae 


oe 


湯 倫 を 中 心 と し て 新た に 生 ぜ し 爆裂 口 , GARUMBILO 
. 位置 を 示す 。 
園 中 1 は 10 月 1 日 , 4 は 10 月 4 日 ,7 は 10 月 7 日 の 成 
生 を 示す 。 


(AD REN BRUOAMFALEA OS 湯 筐 内 の 東北 側 に 水島 寄り に 
群生 し て 開き , 今 次 活動 の 中 心 を な す も の な り 。 こ の MSA AIS Cie 3 
KEOBME LS OBSAOBWICMOTMAES EL, COMSH BH 
あり た 0 め の 。10 月 1 ADRBLIOO 部 分 を 破り て 大 な る ぁ も の 2 個 と , 小 な る 
も の 2 個 を 生じ , 1 CARB E OBERELBI 6 te CABREL Ze, BURT CE 
GE) DDB WD RBA BAE & IVE AGERE 6 11 Oo 最も 南 
聞 に 位 す る も の 最大 に し て , & OMEH 70 米 の 不正 園 形 を な す 。 

炊 に 7 A OME AML OM CES SBA OID 。 大 小 の 
PRBS AAA OTH CE Ste, 一 見 蜂 BK LIER BS Ct HE 
Wt & & DWE B&D 31H Oo 水際 の も の 最大 に し て , HHI BOK EF, ; 

Yh AEM O) ACW ADRS ¢, CEI 20 米 の FVSRIRBE I 2 2 個 が 東南 - 北 


| eee TE 
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西 の 方 向 に 並び 居 0, 赤 1 日 の 開口 に 属す 。 

_ これら の 爆裂 口 は ITH AR SBA & O 開口 せ し が , ERB 2 iA 
FELTED ICKANO—M EO Ga MEAT SD, MIL < 2% MoT HIE 
に は 青 終 色 の 水 を 溜め 居れ 0 。 BORE RM EMO Ie ASE Ua RE 
に 生 ぜ る 人 鐘 多 よめ ABA RAC ae oS, 叉 北側 水際 の 大 爆裂 口 も 噴煙 し 居 
D Ud, MIDE LT BARC BR LIE 209 9 叉 座 釜 北側 の も の は VRC ES de 
水 を 有 し , UU ONC ARIE & OA BEARS PRE EO So 

(CB) BR ION LADGMILO HENAN ABER SP, 2 ORR 
WEES SS ARLE EO WEBS TR ECE UT OO Z 
OBER S % OER AC SHES ABE & MB DARICAE UR SBOE, 更に 
KAS OM AEM OK 500 米 の 延長 を 見 た る も の と な り 。 HAOIA LM 
SAUL OOK, Fe 3 #9 100 米 に 達し , 全線 に 下り 噴気 し 居れ ども その 難 力 は 
FRG BT 5 MBIA EHO < le te Cb A ik OAK O Ze HE 
CE OM ACMAL EHH) 2~3 KIS LC BF SHTML 22 BHF Ue SWI 
ZEB & RIS MUM Htc 0 LPs 間もなく BENT Oo BIC 2M AE 
た る 10 月 14 AIRS OBA UFO RES B DWN S TBS BMA FL Ze ES 
る に 至れ 0。 
FUORI & MEHALD A iyi Be 生じ , 同 線上 の 一 ヶ 毛 に 
IL L PME Ze BEE Oo SETA Te © LAGE LAS 6 SB 2 BERL 
SN, (de b BREET AEM SLI O LE DEV 6 

WWE BED HEMET MISS LAG HE PED Ty N= —AABR D O CRDNTED, 
これ は 今 炊 の 活動 と は 開 係 な きも の に し て 従来 より 存 し た る も の な り 。 
CC) BRA MACUSER ABZSHE & MRR PEAS LUE FL 
た り し な り 。 MAAN & 10 J) 1 A OBER BRU IRATE WERE TS OME 
SA eB LID ODS MS, BES ARE AMICK 7 BI MORO KD (CAE 
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LIE ED Wee 2 iG SAO 。 RAZED A BRNK (k 2 TAP ICWEAFL A 0 , 
10 J) 1 ARRPERIEO 848 PS BO 硫黄 小屋 に 避難 せん と せる 者 の SK eI 
Est CEERI 7 O LE DRO, 然るに 10 月 17 FAME FL wiser 
FU O TARR TT -~ BNE IL) KEN TE TK O し が , TRIE IAAT 80°C YAR 
せ 06 

10 月 14 日 に は 突如 と し て 前 輝 湯 答 外 側 の pede WBE AS YY O SRE te BBA 
OME AFL Ae OC, WAEEREIS LDA b LO. HO LAK Hi) lt 
BEG BILK SORA O — Fela LBMEA FL AIO AE Ae A 4 Oe 
Do 主要 孔 は 南端 よめ 敷 へ て 7 個 あ り , いづ れ も FONE HO CHE 


第 a 園 


BL SMES RVI Lb ICP AL I< BEDI B MAGIA & X 2 He 
方 より 望む (昭和 7 年 10 月 14 日 午前 11 時 撮影 ) 
All Ly 直利 約 2 米内 外 と す 。 そ の 学力 は 北方 に 赴く ほど 大 な る が 如く 議 々 

= る 音 を 放ち て 叶 煙 尽く , AOE BUCS SALUTE SB 噴煙 の 大 部 分 
LEILAMEAFLAY OES HA ORO S, 10 月 18 AAMT RC 
MF S6OsMWikviAt O LD, MEM AICHE TIF 200°C ARO 7 SE WE 
計 を 以 て し て は 測定 し 能 は ざる 程度 に し て , 既に 大 気 中 に 噴出 せる 部 分 の 
噴煙 中 に 於 て 19\C RAE YO 。 

VI we 出 物 
CAD AWR 白根 山 今 回 の 活動 に 於 て 噴出 牧 中 最 も 主要 な る も の は 火山 
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Wis Oo PME ANE & VADUZ L, HMRI aL 2 8 ORI 
表 及 び 第 八 岡 な め 。 
第 一 表 


TAWA AER 


a i | 
PEPRAFIN | 午 局 3~3 時 | 午 肩 2 時 - タ 刻 午前 3 時 頃 
Ja [ny | i | 


西 a | eo om | 細 
WE abe LC 山頂 より 殺生 
降灰 医 域 。 CE AM ERE CHIE 月 一 日 と 同様 


“3 ¥2 Aue, AOFM ICT, 
4p ht Cee V IPBE LS 
Me Bo | tw AK | = | 砂粒 を 変 ゆ 。 


NU 


I tee 1000 500 0 

ee WR ay Ap Wi Sake Tea] 
We Wa An WME 22 SLB (BVI RRA <, BED ELAM — 
MILPES 30 cm HO, 砂粒 を 少 か ら ず 混合 せり 。 湯 答 の 北 例 及 び BH 


ERE S 10 cm 内 外 と す 。 UMHS 2km OPS ELATROAGEM 
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PS THES Lem, AAR ASE lk 2~3 mm, 剤 津 町 附近 に 至れ ば 樹木 
OIE PAT SRE 0 PREEUEIL GRE 6 SO Lic bse 
PROM ASE(L Avi SAW <, 大 部 分 は MEH SEE F せる も の な り 。 
11) EUS HSC UE ELI OD BAER be S ODS} Ai lk RIL DE PE HADES BY S27 O © 

14 ATES TSE RIA UR 45 L, Fe EBL F する の 
程度 な めし が , 15, 16 FH ST ODBRRN ILI HevsiHlt Ze 2 し VATE IRM PA Ee 
JE CIR 6 

CB) FEE THORPE TILT AWE EARS NS 4 OILS O LD, 

第 x ff 


EME MW LU BS SPOIE LIRIK 
ける 泥 土 流 (昭和 7 年 10 月 2 日 撮影 
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ABUSE D 6 Vet LI hii t SRSSS EOC 2 MHAOKO 

Fo— (LAMA IC Cheat と UTR RORM YP せら れ し も の に し て , 第 
泌 園 は これ な り 。10 A 1 HOBBS BELG < 跳ね 上 げ ら れ し 湯 答 内 の 
水 が 火 山 族 及び 湯 7 花 等 と 相 混 Cb AK To UCHR EF RS BORO 6 GET 
HE OMMBD E OBS SEKEOR LIBRO REAR MGIC Citar 
た り 9。 BORE MMS Ll 日 以後 の 降 放 の た め 菩 は れ 全 く 見 る を 得 ざ りき 。 

第 二 は 10 月 14 日 の 湯 釜 外 忌 な る 南北 鐘 裂 に 沿 ひ 新 に 生 ぜ し 噴気 孔 中, 
iePa dink O 6 4 BAILS SHR 7S AMGAFLICH TREKS EDEO. FF 
ORUR L720 1 ORME O, HAR 7 LCE FU, 流出 物 の 厚 さ 30 
cm, I} 12m, 長き 20m HY, AMEMWILZ PREARKRVBN SEF. E OM 
9, AMAWD Wee LK SDM < Rirkro, COV’ 14 AM 
気孔 の 成 生 後に 流出 し た る も の に し て , 19 BA ORA BAC 固 結 し て 
表面 は 歩行 し 得 た る も , 内 部 に は 未だ 相 党 の 水分 を 含み 居り た り 。 

CC) WHE 噴出 物 中 拠出 岩 は KUKI BM tb ITN, そ 
の 量 特に 多 か ら ず 。 従 て 新 叶 出 の 岩 塊 の る 堆積 せる 所 と て は な さく , 火山 放 
HBO CHE SNK O. BRIM MILDENORRD ep e OT 
四 較 に 見 ら る ゝ も, COAMAKUKODA & —k@LWBORA IE ICR 
is 0 > PUA O TS PHEIS Py k O #7 600m に 及ぶ 。 岩 塊 の 大 さ は 約 35 
cm 以下 の も の 最も 多 敷 を 占め, Mile 1m PHHIOETS4EDHOo 

これ ら の 岩 塊 は 10 月 1 日 及び 7 BOMBER L HME RKO, BW 
SBS AMAL CRU dO LESH) ROMER 1 日 の 爆 杉 に 際 し て 
は 未だ 落下 央 に よる BLASS 0 し が な が, 7 日 の Bee RIT ROR 
通 孔 を 生じ た り と 芸事 質 よ めも 雨 回 に 互 り 占 塊 抑 出 を 見 た る は 明か な り 
右 寒 道 小 屋内 に 落下 せる 岩 塊 を 見 る に 大 さる 25 cm 内 外 最も 多く , 最大 50cm 
に 及ぶ 。 湯 答 四 近 の 落下 短 態 を 見 る に 後 期 の 抗 出 岩 は 既に 堆積 せる 寺 日 及 
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U4 HOME LICR PESO, RAHM 38m (ES SABO 
Re 32 APIA PILR UK O, 或 は 落下 衝突 と 同時 に 破砕 し て 更に 四散 
せる も の あめ 。 こ の 種 落 下 裕 の 大 な る も の は 湯 答 の 北側 狼 面 に 比較 的 多く 
LSE Yo 

拠出 岩 の 性 質 を 見 る に 大 部 分 は RV EA Ze SU CRE fe aU, 中 に 
GBI O CHB AU Sb O, MAMBO BWWHIE & 0 ee 
も の あり て , MES SAA ILI SED O 6 

今 拠出 岩 中 最も 新鮮 な る も の に 就 て 見 る に , AMM ICID eee 
に し て , 2mm) FORRA ROPIARER ROS BEF ILI TIdIB A SEH 
質 に し て , ハ イア ロビ ピリ チッ フク 構造 の 石 若 中 に 斑 品 確 物 と し て , 稚 長石 , 紫 
A, ESBS, RD O, Boyt U CHER 2A ST 4, 2 REG AE 
石 安山岩 な り 。 AO BASU O PERS Ze BORACAY 0 

Be aa ce 


His Dep 性 a 


+ 想 、 | 自 形 , 0.08~2.00 mm, Ra BO, (3,584 & Lost 
Fo hot yy) Poin kM Sy | 
a = 1-558, y/=1-565, on 0 Ab43An57 


Be | 自 形 , 長 さ 0.15~2.0 mm, BIC WH OFVEH LY Yo 
Se Ak HE a a’ = 1-695, y’=1-712 on (110), EnssHyss 
ay ae ois a XV pate bes Lie ee green, 


; AIRE, BS 0: 10~1. Oink He OE 普通 
普通 落石 =1.695, y’=1-715 on (110) c 人 ハ Z= 44-. 


pale green, no pleochroism. 


Me 鐵 we | RETR Kx 0.05~0.35 mm 


KR201~05mm の 自 形 を 留 む る る , 全 部 線 泥 石 に 
i A Bobet 0, MARL XK Y eS REE to. 


HMM | A Te EIT PAE ZL 
基 磁 OY DR 潮 填 的 に 少量 ウタ クリス ネト X= ABBEY Vo 
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EMO AE LAR ER IC SUSAR TKK, Mb ARI BBOME 
WAR MRE EE L, AGED AA EDM HOMES LOMO, Lh 
HCHO T SOM < He BPM BS SACHS & HR DO — AO BE 
A OED LIE BME L, 既に 分 解 の 跡 を 留 む 。 従 で 今 炊 活 動 に より て 
DOM 5 av LIS RE D SEC E O し 次 期 噴出 物 が 飛散 せしめ られ し る も 

に し て 新 岩 虎 に 仰ぎ し も の に あら すず 。 

CD) RM ACO BYE, MER O 噴気 孔 よ り の 噴出 瓦 志 に は 爆 交 
DARA O UD, 噴煙 は 概して 白色 を 呈し , KINRPROSESIARE 
EKO, 19 日 午後 に は 山頂 の 噴煙 は 一 丈 に 黄色 を 時 し 邊 観 を 極め みた る こ 
と あり た の 。 : 

TCARA DFG BR UME BOT OVER BO ime OWE Ih BEB AVE 
捕 集 及び 試験 に は 特に 用 意 を 要する と , 現場 に 接近 する に 困難 ある ぁ る ため 一 
MIA SNS SHES 30M. 今回 の 調査 に 営 り て は 泊め 試 薄 を 容れ た 
S Epa ee 22 HE hi し , 現場 に 於 て EMER FTO RO, EEL UT IR 
$i, WEBBER, (boy) 9 2, 水 酸 化 バリ ウム 及び ネッ スル 氏 液 等 を 携行 し , 瓦 
其 搬 集 に は デム Bar v—w NOK O, RAMI SIAL Be 2 A 
叉 は 3 個 を 連結 せる も の に FPR Aes CO. ORR MBE O 

宮 験 を 施行 せる 噴気 孔 は 容 倫 内 東南 部 に 存する も の に し て ,10 月 1 日 の 
PR BE KE UC ATR G GY LD, 余 の 試験 営 日 10 月 17 日 〕〉) に は 勢力 相 
MINEO 。 噴気 は 白色 を 時 し , 温度 80°C を 示し , FURL IL HED 
見 ず 。 本 噴気 に 就 て 行 へ る 結果 次 の 如 Lo 

錯 酸 鉛 或 は 診 酸 銀 溶液 は 名 ち 硫 化物 の 時 色 沈 江 を 多量 に 生じ , HS OFF 
terete BO o ita UR S Ee HEIL SD BPR CTT ASR 

Amt 20, Moe < ARES. COURS EBARIZ IE BIER 
る を 以 て BaSO4』 に あら ず UT, BaSO3 な る を 知る 。 即ち SOz+H,O0= 


本 72032) > Ye BE th WR OK BS 線 84 


HoSOx % SIRMES & O CASE L 亜硫酸 が バリ ッ ム 鏡 溶 液 に 倉 し 白色 沈 
を 生ずる も の な る ぁ る を以て, 原 瓦 世 中 に は SO の 存在 を 推定 せ し む 。 水 酸 化 「 
バリ ウム に より て る 同様 に 白色 沈 泊 を 生 ず れ どる も, BARR CRS ORR 
eH LS SLIT BLUES (RRM OS ON AEC 
に は CO2 BIRO LHES BL TS EMD TARE BS Lo RAMMED | 
CHS ZUR 2 LW TARBSYAWED IS ZILA Me BES A 
: 

: 


DAC MESA Sk HC] IR ILPRA ERA GIUS SEDLBD 5 do . 
WS SICA HIKES し, ZR BO 
た る も の に UTRMRRO RMIT LIRA EBB SNS SEV o 

CE) HHAAORBk 白根 山 今回 の 爆 遂 に 於 て 特に 注意 すべ き PAL 
し て は KNOB, TBSEAMBAFLIC L CEMA O 減退 せる も の に は 大 
PEED RE OMAR SLSA CLE O. GHENOKRRNOMSKCOK 
部 は 湯島 の 湯 池 面 よ 0 り 深 きた め , 或 は 後者 の 水 が MEP\BALS BES 
に あら ね ども , EUS AHSEMLO Maks NE BED 如く 高 所 
HED BOI BMIRREDARIENT Oo FE RKAN OB ARI T HL 
る に , WEN OMG Id Rc hte 2 FEE LO AYO, 温度 も 測定 し 得 ざ めし 
が 容 倫 内 の 水 は 噴 無 作 用 の た め 泥 濁し 水 山 15°C, 叉 水 私 内 の 水 は 活 動 の 影 
BIA EMD O し た め 清 澄 な る 青 線 色 の 水 を 滋 へ 水温 は 前 者 に 比 し て 低く 
AIO Sg 

KPH DA OMB AKO 性 質 を 知ら ん が た め , WEAD BR ABIO 
水 を 試料 と し , 叉 比較 の た め 水 公 及 び 章 津 温泉 (熱湯 ) Oke FH b Hit O HK 
RHE ew LEO, その 結果 は 策 三 表 に 示す が 如 Lo 

下 表 に 見 る が 如く いづ れる も 強酸 性 を 晃 し, 叉 線 色 を 帯 べ る は 硫酸 第 一 鐵 
を 多量 に 溶解 せる に 因 る な り 。 蓄 に 硫酸 第 一 幅 は 蘭 通 容 所 中 に 於 て は 容易 
に 酸化 し 第 二 鐵 監 に 綱 化 し 易 き に も 拘ら ず , COBMLARS S 要因 は 居 元 4 
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- iE Bee ARO 
Pe a eS te me otk 酸 。 性 
て で 4 ea ee 
| Bara | 漫才 名 & 
| ; per, 
te a ee a 
biome RL | emer | wo 
i Sar eee es 


DBD SHUCAKROMCAT SEN Lo 現に 項 上 部 探 取 の 者 試 料 中 
に は 明か に 硫化 水素 の 溶解 せる を 認 む る を 得 た り 。 之 を 要する に 新 噴出 
に 溜 ま れ る 水 も その 性 質 は 全く 章 津 温泉 の 泉 質 に 類似 すれ ども, AZO 
測度 に 於 て 前 者 の 方 が 後者 より 一 愉 大 な る も の ・ ゝ 如 し 。 
VIL #& Pa 
AI OPRIEIS ke B PERIL ALG BBP IC HEC ORE RERe RE LA 
MAPHOBkNS 6O% Oo WAWBWIC A 0 し 従業 者 二 二 敷 名 中 より 死亡 
2%, Bik 3 %, ROME 6 名 を 出し こり 。 叉 作業 場 に 設け られ し 近 道 小屋 
は 破 壌 せら れ , BILKAGEM OMAN. 復 す る まで て 中 止 の 外 な き に 立ち 至 
On 
KOBE AMIRROMSD Y L ARIDKMO 地域 な れ ど も , Zod 


RYARILASES DBRT. SUTRA O Re } RB BESS 3 WIL 
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に 明治 15 EO RGN & OTM BF LE SYM O LRUT 特に 今回 の 被 
LRT SS も の な Lo 
eve bo Z BAL AKER O ASHE PE S Bs ERLE OTL Ve B AA 
NPCS TETRA BEKO 影響 ある を 以 て BRIBE 6 tuk O LD, HIS し て 
見 る べき 被害 な か め ひめ し が 如 し 。 
VIll 結 = 

自 根 火山 は 江間 山 と 共に 上 信 國 境 こ に 鑑 ゆ る 活 火 山 に し て その 山 項 に は 鶴 
て 演じ た る 多く の BEMORKe 留 む ぁゃ る のみ なら すず , 近年 に 至り て も 旗 に 敷 
ROWEBE 72 BBS Oo 今 炊 の 同 山 活動 は 堂 時 の 情報 より 縮合 する に 特に 前 
徴 と 見 る べき 異常 を 件 は ず , FOREN IC PRE BEE S EOI LT, その 活動 
PRIA IE A REO RE BAT SIBKO ADOBE POITIER YO o 活動 
AKI S TH SIX PR ORR & O CHCA LER DIE A) LORRI 
BS EME S, SILI LHP CBS LIB OFF Be BR L, BREE) Ik 
L$ AIR FUL ED LGAA RES Lo FETA ORR Nd 
PARC OC LROURDY IRR LD UD, BERRA DO BWI BRO 
た り 。 MAL UCC ARCIDS URE 全く 伴 は ず , KR E 
要 叶 出 物 と し, ZI BARS T 拠出 せる も の な め り 。 こ れ ら 噴出 物 の 堪 
Fey MEAS SP AIK SLA IS 今 炊 の 爆 毅 は 去る 明治 15 EO PRES 比 し て 規 
模 の 小 な る を 思 は し む 。 

上 逃 の 如く 今 炊 の 活動 様式 は 大 爆 殊 と な すべ きも の に あら ざれ ども , 不 
= に し て 犠牲 者 を 出し た る は 遺 候 と する 所 な め 。 今後 も 本 火山 に は 同様 の 
ie BAT SS BRE ORM (8 じ 得 さる を 以 て て , EX ERED 歴史 ある 
湯 釜 内 に 於 て 硫黄 探 掘 を 管 ま ん に は 特に 周到 な る 衝 戒 を 要 す 。 

(昭和 "7 年 10 月 30 AAR) : 
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BAMADEROF FL>SB 


ae oe 
a 
$e LUA FE FU ORDEAL OFCOM RNS SBR 
敷 個所 に 於 て 各 そ の ラド ン 含 量 を 測定 せり 。 そ の 中 ラド ン の 含量 最も 大 に 
UCL StF Fr RCBISS も の 二 例 に 就 て こ ゝ に 報告 せん と す 。 
測定 に 使用 せる 器械 は 理化 則 研 究 所 製 の 泉 炒 計 な り 。 
(1) BRFFUATRR 

PR de th: WERE MADAMA AHS NEB OE 

St Hook: 冷 確 泉 ( 水 温 16°C, BERRI IC): AURIS L, ROE 
BIC LC UETEBBS Tm HELM AF, TERN A OME O 

測定 方 法 : PUNO & ORME LAUSD I Fe RAES 
る 清水 に て 約 12 PEE LN & OK) 6 Kikai S RBA CHEE 
 ¢ PRY IE SREE RE Ze BAUS PERG 15 分 , 23 分 , 33 分 , 44 分 , 59 分 , 69 分 
83 Sp, 98 分 , 120 分 に 應 じ て 行 ひ , LOH” ONL EMR ZEEE OD HEE RB 
表 を 用 る て 元 始 放射 能 の 填 を 箕 出し その 征 均 を 求め た 0。 

ROS EVER: LORY K OLD 錠 泉 水 の ラ ドン 含量 を 求め た 


BK OH 72 FF Te Oo 


1) Meee, BIR 10 CH A AAR), 1105. 
2) AUR Se, BPI IO CATIA, 1129. 
3) Br LCHbie STORED RED HIZB & BRS CHIC BFE kK BE Yo 


本 76C36) «so EOD ROR #88 


oY Gale = 82.6107 ee 
BEIEILOWURAD F F > IMIEHY 227 マッ へ と な る 。 
| (2) 苗木 北谷 の 泉 

BR OE Bh: RRA HSB AR TAL aes i Beeb 
Bek: UR OKI LEC, 測定 時 気温 18.5°C); BR AURIC I L, 無色 
WINE LU CHE PPE OS TEAK OBM TS 

測定 方 法 : COAL OME REEL, RCM 準備 せる ラド > ン を 含有 せ 

IS es OR ee 


こ て 測 定 を 試み た め 5 PRA RLELIERE 2 BAI t SRERIE 15 分 ,19 分 , 31 分 こ 


ae a Te 
RODIN < BLTG ARIE IA TCA HARON JE C その 下 均 を 求め た 
Do 

BROF EYEE: 上 記 の PHL OMOMRKOS FY BRR 
BIRO EHO 6 

5 FP pe =29.9x10-9 キュ リー ラド Sp 

RA ee eae 

AMILOM FOMOUERO > Fv SBIR TARIMEDTALLASNL 


WiC FREI SAR BR, AEM RT IS. CORE SE 
AMC) 


1) KES FO AG BA AR OARRIC k DILILOBERLD F Fv JRBELSL-09 
VINTEY o CTR = OCHA AO), 140), 
2) か し て 得 た る 元 始 放射 能 の 値 は 互 に ょ くす 一 致 を り 。 


Ltr 


NEE SRS ar oa 


tas ret lay Af melanin 


mip 
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2838 REAROEAX Baier. E. 

EAA WH & universal stage 上 に 
置き これ に 一 定 方 向 ょ り 光 り を 入射 せ し 
め 之 れ に 依っ て 起 る 蛋白 光 の 波長 及び そ 
の 反射 方 向 の 開 係 を 研究 し , RAAWIC 
hexagyrisch 或 は hexagyroidsch (c fRAFi| 
せら れ た る 微細 構造 の 光波 長大 の ゃ の あ 
Y, この 構造 に より て 光り が Braggsche 
を な すこ と と が 蛋 自 光 成 生 の 原 
因 な る べし と ょ と 結論 せ もり 。 (Zeits. Krist. 
81, 183~215, 1932)( 渡邊 新 〕 

2837, 水晶 の ピエ ゾ イ ン キ の 温度 に よる 
4b Frécdericksz. V, Michailow, G 
500°C (cj CHAO piezoelec, modulus 
の 減少 あり LY, wquartr Dis pr Bio 5°C 
下 ま で , そ の 値 は 一 定 な りき 。 (Zeits. 
Physik. 76, 328— 336, 1932) 〔 渡 邊 新 〕 
2838, 正 長石 の Enfola #40—f) 
Schroder, A. 

Calorado, Dcnver の Porphyr 中 に 産 
4% ZIERA & UT, Hamburg の Instituts- 
sammlung の 中 に ある LOK つき て , 
(403, & 4 A & 3% Enfola-Gesetz # 
を な す も の を 見 出し た り 。 CCentralb. 
Min. ete. A. 353~354, 1932) (yee 
9839. Faujasite と Linneite と の 形 
REGIS2Z Witteborg W. 

Faujasite は Dree に 
Y BR Dive SRY, Linneite は 玉 


Reflexion 


k YC Marquis ょ 


TAP ICH Ly TE DG TARR F IC E G 
COL = 2 & KH) HB ACHE OF HO 
FMA, 4 ORM 1c 現 る る MAT Wy 


HELE V, ZOWROBD MAEM 


RUE MME eV CRUG MEO 
AW) Witte L (FAW Le 3 TL 
RENT > COA 3 MAAS hh AA 
MMIC LT, 2IKO¥ Cit その 間 に 三 
和信 面体 を 見 出さ れ , Faujasite に た て は また 
稀 に 玉 入 面体 が 見 出さ る 。Faujasite に 可 
成り ょ よく 出る 結 品 形 は 正信 面体 に し て ,) 
Linneite に て は 111}, (1003, £3113, 
{432} な れ ど {211} R110} も 結合 
現 る 。 Linneite の (100) A る 
PANTS 偏 五 角 廿 四面 体 ら みか, 或 ひ は 
よる も の に 
LC, 六 入 面体 も 存在 す 。 1 等 MRA 
属す る 品 秦 は pee sess yo CZ. 
Krist. 83, 374~383, 1932) CAR) 
2840, New Mexico #KRF JVVEIX 
ET ANH 2860 ZAR 

9841, Bertrandite Ost sBIE Ito, 
T., West; J. 


Bertrandite は hemimorphite 


Pyramidenwiirfeln 2 m¥E4 Ic 


2 dk yc A} 
方 異 極 像 唱 族 に 局 す る Wikpic LC, 共に 
REBAR E 時 する を 以 っ て , 著者 等 が 
WiC #F-~%Z hemimorphite & OFF RHE 
上 の 開 係 を 明 に する た め , HE IER 
び 電 離 法 に ょ より て その 結 品 構造 の 解析 を 
RE Vo TOR, Asti hh の 単位 格 手 は 
a—15-19A, b=8.67 A, c=453A に し て 
耳 。Be4Sig09g の 4 分 子 を 含み , そ の 補 間 
BRIS C2 な り 。: 本 構造 は O ROH 2A 
RFE E te SHEIK UT, O OLS 


投 148) pb 


Be - 綿 90 


AMO 165A な り 。 Si oA HIE 
SiO, FROMM aS T © hice pre 3 He 
を な し て SiO3 OMA ic te SM HEA L> 
MOA WM (LTE S SiO, FEE IBM VY 
と 。 Be の 折敷 は 40 に て , 他 の 生 敷 は 2O 
BR 2 COW) に て 共に 4 面体 を 形成 し て , 
ZED 4 WMPKITIEIC < HCP AT te SHE 
形成 する 如く 結合 せり 。 BSS LRO 
四面 体 が 結合 する に 営 り ,2Si 4 面体 に 共 
有 有 され ざる 〇 は 2Be と Si と に 共有 され 
OH #14 2 Be に 結合 され る 如く な れ り リ 。 
本 構造 の 着る しき 特 色 は SiOs HEL jie 
SiO」 群 と が 同時 に 存在 する 事 井 な り 。X 
PRG & EFLORER kV GH S Fhe 
の 間 に は 大 体 良好 な る 一 致 を 示せ そり 。 
CZ. Krist., 83, 384~393, 19329C 高 根 〕 
2842, potassium Dithionate Ks8S» 
Oc Ofsdeteia 4 MEREYO xR 
OX SHB # Velwig, G. v. 

Huggins Frank の 決定 せる 構造 は 
% OAT OWL Por FSS Vo 
LRA OR OE RMB & AO cz 
ARE D3 と 調和 する 構造 を 決定 を そり 。 そ 
DARREL HI ZFED Ml Lo 


| xX y | vA 

O | 018} 0.09 0-22 | 
O | -48| 24) 65. 
Oo) eee a ae 
BeBe A) || BOM 
1 ae BO 0 
S | 0 Oe tos 
SDSS OO 
S | DIRS9 


筆者 は 更に その 結晶 の a=0-169 cm, b= 
0:094 cm, c=0.063 cm な る 大 さ の も の を 


用 ひ て その 半 品 ょ り の 反射 の 濃度 の 積分 〕 


ERD CRie SHi th LV ESO 
大 体 一 致す る 良好 な る 結果 を 得 た り 。 
CZ. Krist., 83, 485~492, 19329C 高 根 〕 
9843, Glauzkohle は 涯 素 の 一 型 か 
Hendricks, S. B. 

Pe ORM IC we He ASB *% IK deposite す 
る 時 その 硬度 ボ が 鋼 玉 に も Ge, HEABADIC 
RUBE eS ERO —M C2) BAC TER 
Glanzkohle L4H xnHEVX, ZEA 
FEC CHA? SK, ABO それ と る ゃ PR 
る も の に し て 一 般 に difuse ring を 示せ 
り 。 そ れ 等 の 特徴 は て 1 う 極め て 微 に され 
KABO LH LEW 6 (001), C111) 
(100) な る difuse LepRx Sik U tre 
Vo 00H AP dOHCBML, 004 
PEK LC TREY GB) 中 心 と 極大 濃 
OMAR e OFC PMEOSLS difuse 
scattering 73515 3, (Z. Krist., 83, 503 
~504, 19320 AL) 

2844, Dickite の 結晶 構造 Grunner, 
J. Ww. 

#8 yc Kaolinite } Kaolinite OE BREE 
EVER 6 ERLE DIZ Of Rie S 
Dickite OF AAHERE & BPA AWEIC kV 
て 決定 そり 。 そ の 単 斜 潮位 格子 ao=5.14 
A, b=8.94 A, co= 14-42 A, B= 96°50 申 に 
4 (OH) 4Al:Si005 を 含み , FH HAIR 
ia CE, 理論 的 比重 は 2589'% D  ACHERE 
は Kaolinite oie ic Fee LC RAW LC 
SIC MR RREL UI SR ORSERU 
XD EJS O FIL I LCRA ORS 
MOCVORML, KRILe Redon 
% CZ. Krist., 83, 394~404, 19320 BAR) 


tip pr a Trp 


er ts te ds dt nti per ys ou 


Aire ? 
mee 


“year 


Pope 


ie 
| 
a 
| 

| 
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2845. Ca-Metaborate Ca B204 の 結 


卓 和 構造 Zachariasen, W. 1., Ziegler, G. 


BE 


AO OE, 振動 結 品 法 及 び BARE AL 
法 に ょ り て CaBgO4g HS HE LC, A 
45 fh > BF BART a0 = 6-194, b= 11-60 
A,c.=428,, a:b:c=0-530:1:0-369 中 
に 4CaB204 分 子 を 含み , その 空間 群 は 
Pnea (Vi DR LE (4% 0 

(A, %, B-+u) u=0:264. 8B, 801, 及 
8025 は 土 (xy2) C(x, By, 24+.) + 
Yas Vt), (X+%, By, ¥—-2) の 位置 
KSHV CHHKOM*X parameters OGtr 


| 
| 
| 
8B | 0125| 0197|  -847 


111.089) -722 
139-208 167 


0, & Ca fit 80 CHM tn zo 
均 馬 離 は 2.52A 各 B は 200% SPH = 
角形 の 中 心 に あり て B-O は 1.36K,0—0 
= 236A, Ic LC BO; [4% 20 SHIR 
#232 B LALA LC c hic PEF te SHE 
te LU C#H AL, Sala BAIA 及び HEE 
EX MMe YU, CZ Krist, 835, 354~ 
361, 1932.0 HD 
2846. 三 酸 化 マ ン ガ ン の 三種 
加療 興 五 郎 , AWG ACES. 
few va viclt BB 二 種 あり て , そ 
Oe DHE Ric toe), oO 原子 
AUNT At S%, SAIC RM CMB Lo 
CHB LIB IC ko CRS Sc, offs 
心 立方 格子 , B 種 は BGR FIC 属す る が 
如き も, 天 其 種 中 等 軸 品 系 に 属す る は 


Manganosite MnO た に し て , MnO. 1c (dE 
方 種 の polianite 2, A} Hii pyrolusite 
SOIT VY Bi hI 7,503~506, 
C1932) EE) 

2847, AOR Ai 2870 BHR. 


BABRRUA 


2848, セイ ロン 島 の 岩石 地質 Adams, 
FD: 

eqn YR REKAROBAL VM 
り , ks Dba i HEC (k Miocenehe {LO AIR 
4% Sh, PYG YER AMT IC ik ER A 
Aik 0 KSI SV, KAA 
大 部 分 は , RAH Mia (CLC, 之 が 自 色 
結 品 性 石灰 岩 の 大 な る 三 層 の 間 に 介 在 せ 
Yo RUA cit Charnockite % (se ZIc 
FAC SEALS L DV 

BANE ARES O HT WIE & FM LS 
BREAD RAR © APEC 
で 詳 逃 し , 主 な る FAAS KBD HBE 
添加 せり (Canad, J Research 7, 425 
へ ~511, 1929)C HBF) 

2849, Swakane RMS OBASHES 
的 研究 Waters, A.C. 

Central Washington に 於 ける Cascade 
山脈 の つ で さき な る Entiat Mountains は 
主として pre-Ordovician Heft © ek RAR 
LU So TEE O BR Id ABR, AK 
KKM OFL* OG Vite) L4 Ore dS 
%, BREAD PE LOY LED, FOG 
Fi® AACD heterogeneity (t, 4 4h Mw 
FELCH e 止む る の み に て , 他 は BI 
Fel, (SEO foliation £74 L, Shh 
Vi Boo HW eC Hae fit teAL Vg TO 


1640) pb 
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foliation RACK SR, Bic Hho Wed 
Yc, @ Af icflat thrust を 生じ , こと の thru- 
st DHT ic k-mylonites を 生じ た り 。 

XM pre-Tertiary の 時 代 た に は 3 回 の bath- 
olithic intrusion HY, osc Bic PR Hic 
intrude せ る Miocéne hatholith % % fiq~, 
Northern Cascades |< に は 4 回 の plutonic 
intrusion あり し と と ょ いな る 。NE-SE 及 び 
E-W の 方 向 に 走り ,Cascade 山脈 の 主軸 
を 横 ぎ れる late-Tertiary の folding DS 
り し と と る % 明か と な れる が , 人 告 この 方 向 
に は pre-Tertiary OBER IC % MD hhh 
DHY LT L& 49 bh V (Journ. Geol, 
40, 604~633, 1932) (ESB 
2850, RAY SU FORMS AED 
Horwood, H, C. 

1) Feb e 16 bir Wiles Ik Ae Re 
REORBICK CS ( の 協 基 性 酸化 物 を 
Ko 2) CaO.K50 の 変換 は 例外 な る る も 
AiR BEAR IC WSC, Te ina D Baie (a 
PRICES CIA 。 SIBABIC RST 3 TE ina P 
® NaCl & Na,O OR ia, HRARY 
REA © RAM IC HES 9 4) 1E HA ICIS 
BVA ZBI VY READY, 
A-~ 94 PHM BRAS ERAS Te V 
HAH HUG (2% OHA (2 KGL te 3 WA 
に し て , この 砂岩 は HAH ite O 形成 ミ 
る く 間 に その 量 を 減じ た り 。 OH Kio 
交 石 及び 多く の 加里 長石 は 花 章 岩 より 物 
BOM +) CHBY Y, 7 花彫 岩 は 
LG ita & PEt SA A ic hk Ye 
EA LALOR WiC I< (LARD ATER & 
FF o SBR TE hie BA BCS (TERA AE fig 
43 BO Wiles XY VAC IC LC HRSA Ac te 


Vo TER BIC 依り て AIRE PICA Y 
LPy'Eh (t BEE > FETC URS HF BIE S 。 10) 
IRA 8 — > 4 -, symplektite  myrme- 
kite は 斉 兼 の 結晶 作用 の 晩期 た と 生じ た り 
EMLHER, CHIL AIC BEAL AY EB HF 
FL — Ie AEE & ES CTrans. Roy. Soc: 
Canada, 25, 227~242, 1931)C 瀬 戸 〕 
9851, Washington Jil] Bald Buttes= 
出 の 岩石 地質 Hoffman, M G. 

AGE WL, 第 三 紀 来 工 に WO る 玄武 岩 
Bb ea % Idaho PEO BBC LC, 
< DBA GAAA-BZ f-tonalite, Mee 
fj-tonalite, aplite 4A, A EBEHE AF AR, 
pegmatite 岩 脈 , 石英 岩 脈 ょ り 構成 を られ 
2 _EFEO ERIC GEO CHA VS 本 地 
域 の 大 部 分 の 岩石 は 黒雲 母 -tfonalite に し 
て , 本 岩 は 角 関 石 - 黒 雲母 -ftonalite の schli- 
eren 26H L, LHOM~ CO GIR & 
VHS, tonalite は 結 品 作用 の 早期 に 
RC, 岩 塊 中 の 運動 に 依り 生 ぜ る か すか 
te } aR & AY , CJ. Geol. 15, 
634~650, 1932)C yn BF) 

2852, Mexiko, Sierra Madre del 
Sur に 於 ける 深 造 岩 Schiirmann, 
H. M. E. 

本 報告 は 著者 の 1932 年 メキ ショ ュ 溢 在 
中 に 於 ける 本 地域 へ の 旅行 に 際 し て の 野 
SAB, MLO 1 FARE, TORE A SE  E 
果 な り 。 本 地域 た は し ば LIZA IC RSE 
LAT SEREOREAEER 2 RES 
の BRAVE IC HEV Cid, Moe Ay ees 
地域 と , 片 旋 岩 地域 SH LE VL 
ERS, HEAT, 化 加 的 研究 の 結果 は 同一 
a FAS 栓 曲 作用 中 に 於 て , 典型 前 深 造 岩 


3 
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形 , 及び Fiat UC WAS LOK 
る こと を 想像 そし むと ょ と 。 花彫 岩 的 深 造 岩 
ROE ha ie PA ( OI CHS CEA 


RAAF UY SRAM SS, CHE | 


右 は 本 深 造 岩 地 域 の 北端 近く の 中 生 紀 石 
灰 岩 と 深 造 岩 の 接 鍋 部 に 多量 に 存在 せる 
大 理 石 と 同一 性 質 の も の に し て 少く と も 
本 深 造 岸 は 中 生 紀 末期 の も の な り と 言 ふ 
を 得 さ し ょ 。 (Zbl. Min. A 392~398, 
1932. う [河野 ) 
2853, Breven の Dolerite SAK 
Krokstrém, T. 

閉 者 は 敷 多 の WABMAB, 及び その 
HWORREY, PAWS 地表 に WI SK 
Wik Mow Bite VL OFFICIEL VS BD 


_ SRAM O REMY b SS Marit, Ze 


同一 火山 輪廻 に 選 す る 噴出 岩 系 の 通路 と 
な れる 割 れ 目 の 中 間 の 深き の 部 分 を 示せ 
Vo 種々 の 異な る 叶 出 に 依り も た ら さ れ 
た る 物質 る , 大 部 分 は js ぉ g そ らく 共通 の 岩 
HEU BMS れ た る も の な る さく , 燈 
岩 の 異 な れる 型 は その 岩 此 横内 に 於 ける 
ITEM BARD HO Wits OX L, CHEM 
岩 は HLS a, OU & 鉄 け る 
LA Be RE UE LS IC 
FAS: SMA RAL, TO 噴出 順序 も 上 


SEIS FEN YD 9 HURL EER BARS | 


は KRREBO 上 昇 に 依り WH te SAE 
{EAE り , 角 関 石 に 富める MELA 
PSORDT v yy PEt SAA ICRERL, 
PRAHA SCR ttre RRO 
AAALAC US in BSB de te Bk Fe 
WAS L, ERIE 2:2 CBR SR 
TRE & SEM Y 。CBull. Geol. Inst. Univ. 


ak  17¢41) 


Upsala. 25, 248~330, 1932 う [河野 
2854, British Somaliland の 
Buramo Schist 
“ Buramo Schist” と ょ は, MERE D AA 
OBS CRA dHNAH BHI LT 
BK epidiorites ic Att L, RIERA 
te 3 AY Miva WR, Lik aplite Wy Kap 
LAT SE MAIREAHe V, 本 岩 の 酸 性 
部 分 は Buramo Ro pyc es ¢ , MABE 
Bia Wyte S HYD te SCE 4p 4 Buramo 
の 近く に 露出 せり 。 著者 の 意見 に 依 れ ば 
ARTEL < DO BHM X OBI SF, I eH 
( 他 の 複雑 そる 岩石 地域 の 基 床 を な する も 
の な る を る も ゃ つて , BRO BME MS Ice 
する も の な リ り リ と 。(Geol. Mag 69, 517~ 
520, 1932.) C yap He) 
2855, 中 央 アフ リカ Western Riit の 


Parkinson, T. 


| 岩石 皇 的 碑 究 Groves, A. W. 


著者 は 本 地域 に 於 ける , 敷 火 の 旅行 に 
BRL, 諸 種 の 片 施 岩 を 採集 し , これ を 英國 
に 於 て 検 鏡 し , DHE HE, HU ae EA) EE 
® AHL, BCH = EIA, Lake Albert(g 
地 と 堺 せ る Uganda 地域 の 多 敷 の 岩石 を 
EL WIC Bee YQ RIC Charnockite 
Series を 詳細 に 検 し , Rift Valley 運動 の 
Uganda tbh 2 Fi ~ © BEBE & BABE OV 。 
本 報告 は , HH — Mfc WSC lk Lake Albert 
scarp #P hh af Hb © JL a © a SY 
譜 近 を 逃 べ , 第 二 節 た 於 て は Rift Valley 
成 生 の 諸 謀 に RL, ARR > Hae RE AY 
意義 を 指摘 そり 。 第 三節 に 於 て は 火 由 岩 
Da AEE &, Rift Valley jh Ay Axe 
と の 開 係 を 簡単 に 輝 べ た り 。 RRA OL 
合 に 於 て は Lake Albert 低地 に の みみ 限ら 
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Bk BE 94 


IVI BAK By NCHS Ch mH 
Lakes George, Edward, Birunga eq) dh 
BIC R~VY 4 (Geol. Mag. 69, 497~510, 
1932.C yf 8 3 
2866. RAP 7 YU HBAWOR 
Mittelholzer, W. 
ia HIC LOC TA NWA EMD 
Mongalla k Y HL ICHAL, live Elgon Elm- 
enteita, Lengai, Longonot (7# & awk 
H&M te) SRC Nairobi 3 L, 更に 
Kenya (17.010 m) Kilimanjaro (19,710 
ROK FRG L, Ab HSE VS TOS 
% Kenya の 項 上 部 は , 既に 充分 開 析 せら 
れ て , 全 くく 人 炎 口 を 認め ざる も Kilimanjaro 
Opt Kibo の 頂上 に は な に ほ 見 事 な る 三 
WAKA & Wir, Tl. London, News, 181 
306 ~307, 1932.) (jE BE) 
2857, 北海 道 西 南部 火山 活動 兎 Rey 
新 第 三 紀 層 乃 社 第 四 紀 層 と 之 に 伴 な ふ 火 
山 噴 出 物 次 の 如 Lo 
CL) mS ORHOREAE) BH 
BE at ORL IS 
2) ABR: 「 同 男鹿 統 , 中 新 統 う 主 に 
頁岩 Bente SH NBUL AS 
3) 時 松 内 層 ( 同 由利 統 , 鮮新 統 〕 う 砂 質 
Haka Rak RSA 濁川 
Hts FRE Lut 
— (hy BESS BR IC Ne © Fe Hh a — 
CAD BSD EEC Tal IE Sie a LS 
… 宏 山岸 及 同 集 塊 岩 沙 部 居 , 環 文 閥 燈 岩 
…… 洞 区 湖 北方 火山 田 等 ) 上 部 鮮新 統 
— fe BR iC RC HL DILE B) — 
(5) 第 四 紀 層 , その 順序 談 の 如 Lo 
(AD Bz GREE IC C 


(a) AA PRR 
Cb) PITH > AZ 
Cc) ERR @ RAE 
(d RKO UAE 
Ce) By 7 BRO WAH 
CB) Wee EB SE ICT 
C4 De Se Bin D BAZ 
Ca BAB AE ROBRS I 
期 噴出 物 
CT BO AS BRR 
C= WR OM, WRB, BE, 
及び へ 岩 雄 火 山大 部 分 の 噴出 物 
て 地質 , 39, 320~322, 1932.)C 渡 息 高 〕 
2858, 交 海 道中 部 火山 活動 史 Phe 
Fy 38 Ns HREI NS IC BG SB HS 
AL Ty BFE UAL LEB © BERD A Lo 
古 第 三 紀 AR Jee wk 
新 第 三 紀 
幌内 層 ( 詞 部 的 ) 最 上 部 に 凝灰岩 を 有 有 
To IMG BO FEE 
川端 層 Re EDR 2 O a SALTS 
Ea» AE WYRE D RR IC FR te Se 
Ea Jka. Ba A= 
2 CLR PRM BARU % © 


bia & Pitz 3.) * 
—-KESIRA KORA . 
最新 統 


瀧川 層 AK SUD REE の Wwe 
A BRM HMO FI 
Ase KB. TRG & の 成 生 … 
第 三 其 火山 活動 後期 
ae Pe RU: 火山 開 析 期 
CDSE HR © Shik & REI © BBE & 


HAT SIC ROM Blew bS SAMS - 


at Marya ge ill es tian he ra fp 
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Be Pb 1943) 


UNAS FBR +++ 1S FP vee ab re 
PSUR ELSA ER PRUE AE 
瀧川 悦 …… 新 流 統 岩 時 代 
明 布 層 以 後 … 月 塞 層 以 後 ……… HL 
山 岩 時 代 
( 常 國 皇 士 院 事 業 便覧 , 昭 7, 149~153) 
CUS BS) 


2ekk S&S 


2859, POSES OR See Re et 
#L(HET Shenon, P. J. 

Oregon 州 Cowboy Uk 0 OBA 
特に DESIR, BL OEMIK RZ EEA D Bas 
に 就 て 論議 し , PLMLSN OR IC BS wR UEO 
BRO BAN IIBE EAC KOTHE RSS 
Oe & mC, LAME o Be SME HL 
LVS BES 1 & BYARD MEIC IE ( UD LE 
~ 0 9 HAIG DRIK IC IEC BANS ACA 
261 & BRR Bar % LCAm. Mineral., 17, 
5140518, 1932901 BF) 

2860, 
ORRTIWVIVBIXGET Ballmer, G. J. 

KRF 1 ME PET S WEY IS WK ANy 
に し て , BIR EER FSS THA 
BER MBAS LC, TEAM IC MEE SO, DE ETN 
BF UNDE AA L, IC MRD FH 2 Fh 
RES 6 Fe UTIL OAM MM te S 
Weak & te L, fe = 18 mm, 由 8 mm に 洋 す 
StDb0) _ TEMBER be VEBMICK 
We LMS ARREA ICT, LICR 
いで NOE BEAST L, 最後 に テル 
BR LAWS Vo HERE SR Bla b ¢ 
ee 

HEGBE F > PRR ICIS, Fe PRILB 


New Mexico, Silver City 


aly 


自 光 色 の SBI e 2 LSE LG 非 等 方 
牧 を 示せ り 。 そ の 比重 は 6188 1 LTS 
を 種々 の 試薬 に て BPRS し に , 基 結 果 は 
Davy, Farnham 両氏 の 施 載 と 全く 一 致 せ 
Yo KBD Hi Riz Te 87-00, 51-8, 
Bi 3-12, RAYS 7-70, 合計 99-67 te VCAm 
Min, 17, 491~492, 1932. C1} Bf) 
2861, SNCS AO Fark RE ODAC 
BR Shenon, P. J. 

ava yh Josephine) Cowboy $j 
HS BOK EL > % ICC, HATE, FREE, 
AE, 第 三 紀 時 代 の 水 成 岩 , 並び に 吉 生 代 
或 は 中 生 代 の HR OF HE, TE th PIR 
Aa XY RY , BES (LAER ERCAE SS 
Die HOB RS IC BEL -CRERCA th © Bit 
eS 見 出さ る 。 BIE BRED, WRAL ih tH IE 
JE RAMGTY IC CIT 3 IC, ERC, 方 解 
Aly FR RAL, FADE, BR AN eb BR, AMSA OR, 
BIT, F + — ADR, WE GRIR, Fur CH. 
O PIER SA OR, 方 解 石 の 品 出 を 見 る 。 蛇 絞 
化 作 用 は 硫化 斑 物 堆積 の 以前 に 行 は れ た " 
SED SM Loy Mia NL b Vi, Be OCRN TR, 
Te SATO POEM I Wea IC WSO BEL, 
EOS 1c DIR IC ERAT te S WIRAG BP GLb @ AS 
FUL, |i) DRE % AEE IC GES % DE 
は し む 。 然るに 鏡 下 に 於 て 栓 する に 方 
SAA, RA, ABO Oi IY Obit 
OPA BBE SD BOKORA te BEE 
示す 。 Hit HAE, Wat tao BAG 
Bic BFF iC, BP Beis EC, ZI 
OC PRHIEA SY Ohi RBR M BebE IC bY 
WRAL, 玉石 を 上 品 出 そる も の と す 。 GHAR 
大 の 存在 は 恐らく 過 得 完了 直前 に 再び 比 
BH RIOR Lm? L&EOK Yo 


ond ーー 
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HIER TF 3 lt MAE, 岩石 内 
DEBARY SOLAS, ZTE A 
RIK SL CHI S te Y 5 (Econ, Geol., 
27, 097~613, 1932.CIF RAI 
2862; tam HBO Bakelite # (tik 
Krieger, P., Bird, P. H. 

研 魔 面 据付 法 に ,(u⑪① BPM IC CRA 
中 に 据付 け , 或 ひ は GO 固体 の Bakelite 中 
に , heating units を 有する I BS を 用 ひ , 
据付 《 る 二 法 あり 。 MAHI LS 
くく, 試料 を 損 ず 。 RAILS, 並び に 特 
_ 別 装置 を 不要 な らし むる 色 便 な り 。 構造 
23e28, lias, SOI kU RU, ORE 
に 似 た を たり 。 研 摩 用 平面 を 有する 試料 を 前 
SHIA PIC Adv, & D_EIC BYR Bakelite を 
FELT > fae & 140°Cic Hk L, Bakelite 
eMBthte b LOHUIKAET 31S 
し め , RS RAF EHRA Lin 5 
火 に 試料 を 取出 し て 研磨 す 。 Bakelite Hg 
SIC 依る 試料 は , 任意 の 大 さ の も ゃ の を 得 
る と 同時 に , 高 億 内 に て 同一 試料 の 各部 
RAT 3 CBR LAR BAO BAL BA & BE 
ず , LORRY > 場合 と 異な り MAS 
DEYvYREUCTSLEPICKE S 
ae (Ef YRS ALT (Econ. Geol., 27, 
675~678, 1932. I#BY) 

2865, -LABSRWUO MR RRI<RET Kato, T. 

COMI 2 HK BHO BARS 
SL GRR D TRICE T SRR O PRE EIA & 
MH WB DIC, PIC AIEEE tO 
好例 と し て 媒 げ た る も の に し て , FEL 
ECR 6 SRUAIKO BA A RAI E 
DIG D_LABOIKUE D te wt (CL HR 
RUE L, Zc FRO CALLAO BEE 


CRB SA CRIRKOPME RRS % 
の な り 。 AAMBRM OBR LAK Ze He 
2 Ske OURO fissuring  ZicfP~S 
LABOR © IE © BE TEAC k OCH, 
Bb So BFA > BIC EA 
及 重 上 品 石 を PUY LY, BOM it 石英 
LARA eV, BHM CAR, KH 
GOK, SENT, HPD, PRLSAD, BOR, 金 
等 を 運び , > ( CHRO WIC OG 
Ri KAS US Lo, Zc MRL 
ite, WAT, RABIES & pie し む 
SE NBBR I © SRR He > FRR S BAL GE 
ik, 自然 銀 , BRS, 自然 銅 等 の 普通 二 
RKB Re bS \ PheAt otic lb 
T, CH SE 火山 作用 の BRL BO 
5S UREA Oe DICH RESDSLS 
の な り 。 (Jap. J. Geol. Geogr., 9,71~86 
1931 SCP EF) 


Bh i rk B 


2864, AFABKOVR Ishikawa, T., 
Baba, T. 

SEAS EE AS FR LT HA © HB & SAE し 
Na % 100% 2 U-c molar ratio c PRB 
る に , 海水 と は 多少 異な れ 一 定 せ る ratio 
を 示せ り 。 油田 の 石油 と 協 水 と が 基 成 因 
上 密接 な る 開 係 に ある も ゃ も の と すれ ば , 協 
水 の 生 物化 財 的 研究 に ょ り て 石油 成 固 を 
解決 する を 得 可 し 。 DYoORVEARU 
液 中 の ion ratio EKO dr L Shee 
る に 一 定 の HRA SV, 特に 魚類 の 場合 
BE CTAMS 5% OF: Vo Hk DSO 4 
DRE BMT LAV MME bd CH, 
Br, 1 は 殆ど 例外 な し に 存する も の な VG 


_ R97 pb 


* $ #5:21045) 


然るに Br ratio は 海水 及 動 物 の 血液 の そ 
れ と 同様 な る も , I ratio は 海水 の 509~ 
3000 倍 に SES, HKD SO, ORE 

L1oZke OBRIBRO MK 2 fa — 
KU, Biko 成因 も 魚類 に ょ る も ゃ の と 
HEY 5S. ORV, ii UCHKRKA 
CBs E48 ORS Hh oRMKARe 
支持 する も の な り 。 CJ. Soc. Chem, Ind. 
Japan, 35, 567~568, 1932.C 入 木 ) 
2865, 芳香 族 炭 化 水 泰 を 分 離党 取 す る 方 
法 ( 第 一 報 ) 水田 政吉 。 

PEAS OS Be |< SE 7bS HY OR A BE 
PICZ BOGE RE CKRRIC ba 
,¥YU-LOSEL FAT SZELE 
表し た を り 。 MMM L 2 SHB T PO 
者 香 族 炭化 水素 を 有用 な る 中 間 製 品 と し 
て 直接 に 分 離せ ん と し , GRRE 
衣 油 を 作り 5 之 ま より リモ ノ 及び デー トト 
ルオ ォ オー ル の 製造 に 開 す る 着 備 前 研究 成績 
な り 。 そ の 研究 結果 に ょ れ ば トル オォ オール 
DWE 80% 以上 に 及び 従 溢 の 研究 
ょ り 20% YUbkoWMBRt AtV, WL 
CHB IC aH 6S SHR KK 
が 純 ト ルオ ォ オー ルル な る 場合 に は 殆ど 他 の 炭 
化 水素 の 量 に 開 係 な く 良好 な る 成績 を 以 
て モノ 及び デ = ト ロト ルオ ォ オー ん を 製造 - 


"る 事 可 能 な り 。( 工 化 ., 35, 1276~1280, 


1932. CAA 

2866: Poland O7AifiKrK 
Bohdanowicz, R. 
FDR © HE V9 diapiric WRIA 
Roumania, Caucasus 等 に 於 て は 産油 の 地 
Bee LCM SSS ROY Polish 
Carpathian の Medianzone mAb py ic 


( BES Seethld en echelon 2 FRR GD 
~- る くも の に し て , BIR ihe 3 om 
域 は 産油 幣 と し て 有望 吸 を きら る 可 き を の 
な り 。Polish HH © 3 arlt Sih OBB 
REARS VA, Sihito MUSA 
AOU OME ICL SOV 
sub-Carpathian Hh pyc HS Ct 3 WEBS 
HES bit, MMR IC 叉 最初 の IP ASME 
せら ね れ たり 。Carpathian Sy ih Ayo 
の 地域 は Skiba ARE L ¢ RENE LC 
AZM eH BMGICR CA ROA 
WAP IC 2 試掘 井 が ある の みな りり 。 然 る 
に こと の 型 の 産油 地 と し て PEIC Boryslaw 
Rypne, Majdan 及び Bitkow gx passe b 
Z\% OV CB. Am. A, Petrl, Geol. 
16, 1061~1091, 19382. C AAI 

2867, THO aie RU ESR 

Clapp, F. G, 

OA ICS 3 ARO BM © je ie 
Alsace の Péchelbronn ¥4A1® jis o v 
vy Akela Ts Vo Bsc HSC LYSE KY 
没 取 する の みな ら ず , BURE Hiss 
JEIC KV CHUM 8 OV, 1931 包 の 
ILO FEW t 12210,000 MIC UC, fF 
少量 の 石油 (141,600 He) era Oh © 
Gabian © =Hhe ek UST SLOKRVY, 
其他 に 少量 な が ら Limagne graben よ 
VES SLOD Vo PHA Pyrenees 
MVR IC PRES S SACI ICIS RO 7 2 
77 Ub HSV M Jura Moye 
DHA CR SACIE IC (SRR & BAS 
し , KIC PRES & BARE O Hb etc CET 
Me Sit SWAB EVAT » PhllIc RK 
て は 石油 兆候 と し て は 良 條 件 を 有する 地 


所 22C46) 抄 


鉄 if 98 


層 多 きる , 今日 迄 の LAY SHRI kh 
ば 一 般 に 構造 上 有望 な る 油田 と LCE 
tbo \<bL. 今後 詳細 な る 地 臣 的 及 
OPgse WPRTRIC & UC REA & BSL S 
を 得 可 し 。 CB. Am. A. Petrl. Geol., 16, 
109201143, 19320 AAD 


2868; BC OAH Van Waterschoot | 


van Der Gracht, W. A. G. M. 

Tig CIC WS S RSVR ~Hereynian 
foreland の North German plain 及び Harz 
HL) Mik > Rj Hj > Thuringa な VY , North Ger- 
man plain oFiyhic ete 3 PSH 
VERDE & EC CCAD IAI 2 BRS 
Turinga Ajit 3H 4 D F let te S Per- 
main 期 の 白雲 岩層 より 産出 する も の な 
り 。 人 告 Danube 河 の 南方 地域 の sub- 
Alpine 地方 に 於 て は Alpine front a 
Flysch 及び Molasse 渦中 に 石油 の 兆候 あ 
Y, Ri CHAD Rhenish Jy Fic HOT 
(LS = ACTS Hs (CEE IE & BSW 43 B 
ORV G I UC SH Oe EAS 
LIST 年 に 於 て は 1-600-00088 1c Lc, 1929 
ISJED S Lt 殆ど 2 ICSE L, 年 炊 増 加 
の 傾向 を 示せ リ 。(B. Am. A Petrb. 
Geol, 16, 1144~1151, 19820 AAI 


me oe I FR 


2869; AmKL HARADA 
Simpson, H. E. ’ 
成分 の 異 る 8 HO ARRIBA  O 
WAHL ICS SEA LBA 
し 著者 は Me BARE を しめて 2200~ 
2800°F に 一 定時 間 加 熱 後 之 を 人 委 冷 し , 演 
Frc PSC BBE LC IL RMB BG を 推定 せ 


y 。 MEIC HAO interface に 見 る 結 品 相 
IIE AF 1 |b ER RAR ARS V, 
叉 往々 hercynite (FoO-Al,O3), fayalite 
(2 FeO.SiO2) 及 び almandite (3 FeO.Al.; 
O33 SIO2) EAH, RBIS Oa t 
な る SiR FM, RO A RA RU 
の 融 叉 に より BLY, 30 RB FRE a 燈 割 の 
含有 量 と 共に 低下 す 。 耐火 物 中 に 於 ける 
ムラ イト の BEd HATE ic pd け 
SISA AER IC LUC a Ate ote 
IF %, 2700~ 2800 F の 高度 に 於 て は 導 
FLERE FH, Cour. Am. Ceram. Soc. 
15, 520~ 535, 1982.48 7x) 
2870, 滑石 の 結晶 破壊 a=, PIR 
集 悩 。 

HA OPM & 測定 し , 更に 之 を 種々 
の 濃度 に 熱し て X 線 的 研究 を 行 な へ る 凌 
FR D BME & Kar Vo 

400~ 800°C ¥PRIK ees. 


800~1000°C Rx IC MEE Dav, こ 


火 石 の 小結 品 現 は る 
H20.2 MgO.4 SiO-53(MgO-SiOy )+- 
Si0g+-H»,O 
1000~1100°C SEI HA KK RT 
1300°C AV ARS AR AEH 
但し これ の 温度 は Fe.Os OBA 
ROCHE Fo MABE 7, 5440 
947, 1932 DYE He) 
2871, 悪影響 に 因 る 固 路 問 の transiu- 
sion Adams, F. D. 

BA ISAAC RU OE te S38 
Fi SHRM STR ETT YC Hla SEE 
TTR & FesO3 Bik LE RAA 
ALD & & WM UCHR IC HNL, 


22RD v, 


ig 99 p 


° Oh 朱 93C47) 


1430°C (c28 ee 


SICK LRM ILE LC XO bMS 


BABE Yo COPA LU RNY 
L 上 時 の 部 分 は 著しく BELL, Beap kite 
LER & fede Yo BRET It BERR & op 
DE LC SHIP ICA, BH の Bey Bt 
成分 を 求め た り 。 基 結果 に ょ れ ば SiO ぅ , 
Alz03 及び CaO (sEIRAMRRL 0 wR 
部 に 移入 し , AG EU D PRB e dei 
ML, ZeEKRU FeO, 及び MgO (i iB 
ISEB LCDs Yo Be BBE RR 
中 へ CaO 及び Fe.O03 DB Kit Bs 
種 の 化合 物 の 成 生 及び 溶解 に 因 る と 解す 


StS RNY LY, 2H transfusion 


Te SAFES EAR TR Me te UR 
WEE Lh @ & 3 AYRLIC MRI & Bis. 3 


%OTS~ LLM VY .CCanada Jour. 
Res,, 2, 153~161, 1930)C 2K) 

2872, White mountain DH EBB 
Kerr. Pb: 

本 産地 は カリ フォ オル = ヤ 州 Inyo Rang 
CHEV, IIE —-© £8 BWI IC LC, 高 
GATE BNE Uo AURA IA HA 
KC Sp FE S AEE Ic BR YC ZEFE L, BR 
右 の 約 % & Gtr. KfPoy & UC Si 
EA, AH, AL, S47 IAF 
AT AR 1, WBA, 金 紅 石 等 あり 。 こ 
AL 5b D BRIE ROPE ORDA JAE IC Bild te B 
作用 の SROK SS FESR & 提供 する も の な 
Do DRACBE At © BHR FEE IC (Lk AME te 
ーー は 初期 の BU 及び 水 
AIKIC k S RASA EA 1c LC topaz, 

tourmaline Ith 88-1 pity & AE CHa 
PRGRLISE © 2A) aC DU B81 i BE IS LC BY 


汎 な る pyrophyllitization 及 sericitization 
を 見 , 多く の FRTMEECEV, WH 
AVE AR ELD BAH (RH VG CODER 
OD JB AE US (BEBE MR ic BEA 3 BET Oe 
We EFA IC FR IL A Fe SHH te り 。 Econ. 
Geol , 27, 614~643, 19322〔 吉 木 〕 - 
2873, Bodyk 産 ボ ポー キサ イト 質 赤 色 土 
Rumpeit, H. 

ハン が リ 國 Bodyk 地方 の ボー キサ イィ 

b As fh (215 ~18%Fe 203,10 %Si9», 
56~59% Al20s の 組成 を 有 す 。 著 者 は 
% OBA KD % X 線 粉末 法 に ょ すり 研究 せ 
Vo ORR Lal pass: goethite 
Ne gies り て See Ae ic HE 

あり , 叉 次 解 度 の 測定 に よれ ば goethite 

Sp As ies L, 特に ボー キ 
O4 bP RIC PRED 4 OF £ tr 
EV, MkaECR- +11 pb (bohmite) 
と し て 存在 し , diaspore 及び hydrargillite 
の 存在 を 見 ず 。 圭 酸 は 少く と ゃ 一 部 は 石 
英 と し て 含ま れ 居 れ り 。 (Metall u. Erde 
29, 471~474, 1932.) FA) 
2874, ENERO FANE 

[FA 5 AHA C&O ASE HME & TF 
FEY VY 6 — MEIC DRL APE D BAEK SC, 
時 明 喉 な る GBA lay SF, MEE OR 
TEAL TE Phi % © ICL Lat LC BiTE 
Kitt Vo PRMOREIC FeO & He eee 
YALE Ze OORK LE & YR Fayalite, Rhodo 
nite 及び Tephroite RFP O/Ge SORE D Ai 
性 曲線 上 に は 夫々 1860°C, 1225°C 及び 
1270°C (Fi PE Aaa RN & oe し , 2% ARG 
と 見 叙せ り 。 (Mae BAPE IE) = ¢, Rho- 
donite KOMI DR emt s, 


$h 2448) a ib 


oe #100 


HIS ULBE IC & SRE = CRBC LO 

FeO £ MnO oft 24% と L, 他 成 分 
を 一 定 た に し て FeO & MnO の み を 置換 せ 
LOK S PALE DRY © AVE WME HF 
ARIC EIT MEBIE OWS & la RHIC FeO 
| OB AAEDH PD SC, ARABI IR & 8, 
MnO の 増加 と 共に PER OS RRA BB 
We V5 OK R, RRB RR 
amt HE) 7, 57~68, 1932.0 47K) 


= Re 


2875, Are PORMRARIZICRT Stad- 
nikof, G., Titow, N. 

弧 硫 黄 の 測定 方 法 に 於 て 最も 簡単 な る 
Eschka 法 は 一 般 に 他 の 方 法 た に 比 し その 
値 少な り 」 KIL AS RAE UT, WE 
CPS CHRO BRIS EV FAL S HERE 
FRR FD WME S BEY 3 sh 
© EMBICHSG S Eschka 4HHifs + We = 
れず に IMA T SBR VCL, WEL 
ROM KDEV . MbAR-PABO Hh 
& AOD api IC AR RU GH OUBE He 
FES L, 2 ERAT BIC Re % OPM 
BS iCHM SE CHM S i L, 普通 の 如く 
WADA LL, 硫黄 を 硫酸 恨 と し て 測定 せ 
Yo かく て Benzylsulfid に 就 て 試み た る 
WACILAAS WLI LORY LLRIA, R 
に Parr, Powell fj R ODMR O 
BYEIC PE STR Ape MT る 作用 
を 攻 完 を り 。 そ の 結果 に ょ れ ば , COM 
ABP CHEE 1-12) は 有機 硫黄 を 溶出 する 
が 如き 事 な し と 。 (Brennstoff-Chem.13, 
285~297, 1982) Cie) 

2876 AROSIREAR ICA TT BBR 


(ZBAG SjER Cawley, R. L. 

比重 は 等 し く 135 な る MRR 
び ト ルー エン の 混合 液 並 に CaCls ARH 
を 用 ひ て 選 譜 試験 (Float and-Sink test) 
を 行 ひ , その 成績 ょ り 次 の BBs 
げた り 。 即ち CaCl, 浴 液 は 石炭 を 一 様 
に 潤 ほ す 事 周 難 た る に 習 し 上 衣 有 機 混合 
HEE Be CAS ICH LILO AREA Ric ¥ 


CHAT 0 IC TRIS XS SRNR FR 


じ か ら ず 。 HL COBRA LMS 
大 な り 。 従 つて 猫 ほ 充分 な る 研究 を 要 し 
AFAR IS BREE & Hill LA ERB I S 
不一致 を 除く べき な り 。CFuel, 11, 308 
1932) (#3 51) 
2877, SBOKR LEAT SARORM 
量 測 定 上 の 注意 Cawley, R. L. 

多量 の 灰分 を 含む 石炭 に 於 て 純 炭 或 は 
選 談 に ょ っ つて 得 ら る べき 灰分 少 き 石炭 部 
分 の 艇 熱量 を 求む る に は , 普通 重 液 を 用 
ひ て 灰分 の 少 き 試料 を 作り 測定 す 。 
著者 は 重 液 と し て 比重 135 の DUE 
炭素 及び トル ー ェ エン の 混合 液 丹 に CaCly 
水浴 液 を 用 ひ 分 離せ る , IRA oO 異な れ 
る 各 二 種類 の 石炭 の 次 熱量 を 測定 し , そ 
22 ei Re XY BERRI  a ICIS re hi RIC 
重 液 を と 用 ゆる と すれ ば , 次 の 事項 を 注意 
FLEARAV, WS ARR Mote 
ば , WO APIS 2 作用 を 留意 すべ 
き に し て , 不安 の 場合 に は CaCly 水深 液 
の 如き 無機 物 の 深 液 を 使用 すべ き な り 2。 
CFuel, 11, 302~303, 1932 (#8) 
2878) TERRORS (ANF 6 EMOTE 
Waksman, S. A. 

著者 は 泥炭 の 成 生 た 際 し て 参 筐 する 微 


#4 101 yb 


Oe 2549) 


AMO FEA EB RU GE Py 
fk Ue Y, 

LBL UCB £ UBS 
Do 

a). FEROCBAR 特に 有機 成分 
CAME, 木質 素 等 ) に 留意 し て 種々 の 泥 
bedi i % D LURAY © MLR & FED Fe Vo 
% OME Ric LAE, 植物 の BBX VY Yee 
の 成 生 に際し て は 植物 の 成分 化合 物 に 特 
JE OME EK L, 4 OME IL 微生物 の 作 
MIC SHEA DELO PERO % OL 
BSB EEX Lo 

b). APpeERYy oD anaerobe 及び aerobe 
の 條 件 に た 於 ける 分 解 , 泥炭 池 に PBT Se 
FAW ARABIC SC hE & i VED © IE 
用 せしめ 成 生 物質 の 分 析 を 試み た を たり 。 そ 
れ に ょ よれ ば , Peels その 初期 地表 近く に 
於 て の ら み な ら ず , 後 比 較 的 深部 の Hts 
に 於 て る も 徐々 に 分 解す 
る も の に し て , そ の 分 解 様式 は KK ICH 
て 繊維 素 の 敏速 な る 叉 Hemicellulose の 
PR Ke SBD EH LIPS MIC KAKO 
MEAT %OTV 6 

C). RR BoOR EO EEE IC RO OVE 
炭 の 分 解 , CO。 FORM D BLAKE, 無 
機 窒素 の 分 離 , 泥炭 有機 成分 の BME £ 
VY 考察 せる も の に し て , そ の 閣 果 にょ れ 
ば , PERE ML EDEL OVER IC HSC MH % 水 に 
CHF S LTE SARWBIC HEC & BH I DIR 
する も の な リリ 。 (CBrennstoff-Chem. 13, 
241~245, 1932) CB LD 

2879. 泥炭 の 成 生 に 於 ける 微生物 の 作用 
Waksman, S. A. 


Alterungvorgang 


W. 主として mB ik YH | 


せる る も の 。 | 

著者 が 従来 研究 品 坪 せる 資料 を 引用 し 
て , 種々 の 泥炭 , 叉 深き に 於 ける 微生物 の 
HET ZB 及び その 種類 , 各種 泥炭 の 深 
さと 微生物 の 作用 ; 微 生物 OBL 周 園 の 
ARRE £ OBA TR U YEE IC WSC HEFT FT 
BME ICS 3 AVE © Bae IC Cia C 
EV COMGRIKC LAE, Yee の RA HE 
K% DME ICE B— (EO IEA & 
へ ざる べから ず 。 叉 或 る 場合 に は 加水 分 
解 , 酸化 , 層 元 等 の 化 還 的 作用 も 或 る 宰 度 
CART SL ORNE 4, 泥炭 の 成 生 
及び その 緩慢 な れ ど る ゃ 常に 進行 し 耳 つ 橋 
PAID BML & BRD A ICS VE OTE 
研究 せ ざ る さか ら ず 。C(Brennstoff-Chem, 
13, 245~247, 1932)( 鈴 見 〕 

2880, BRACWMILOBRAAROHEA 

に 及ぼ す 影 絡 Pieters, H. A. J., 
Koopmans, H. 

大 無 を 遊 断 し 加熱 せる 石炭 及び 裕 押 並 
に 窒素 舞 流 中 に 於 て 加熱 せる 試料 の 軟化 
WRRB, Trieben, BOT BE AE ARE, Bisa TE, 
We RECBlabgrad) 及び 組成 CC, H, O の 
含有 量 う を 測定 し, 石炭 に 酸素 を 作用 を し 
め た る 際 の ERATE EAD, 或 は 窒素 
及び 酸素 中 た て 種々 の 温度 (110~300°C 
に 1 時 間 加 熱せ る 場合 に 於 ける HOR 
び COy © BEAL if IC BME & Uae 
Vo 試料 と し て 使用 を る 石炭 は ビ ト レン 
に 富む 良好 な 私 炭化 性 を 有する 航 炭 用 右 
RIC LC, その 性 質 は 次 の 如 し 。 水 分 0:9, 
灰分 19 FRB 25-5, HikG We 22~24, |e 
EE 12-5~14:3 

か くし で 得 た る ERE 要約 する に , B 


$i) 26650) ib 


thie £ 0 ,Trieb ei U/W HE BE ko — 1c 
SOUR & tr, Hi¥e PEt LEASE XS AH 
少く , 叉 酸化 炭 の RB WBS IT 
さる れ ど る 最大 豆 生 温度 は 約 40°C 高 ま 
る も ゃ の と す 。 塞 素 中 に 於 て 加熱 せる 了 共に 
は Trieben の 減少 は 灯 結 性 と 下 行 に 移動 
す 。 ARGS IC BSC HURRY 3 PRR 
—Mit COn 及び HLOE CHM SHE 
も 一 部 は 酸素 を 吸収 す 。 古 し て 酸化 炭 の 
PEL BRIS EA oe (EY LM ft SBE BT 
の みな れ ど も , そ の 航 炭 化 機 能 は Kite S 
BULe MT’ Ow Vo CBrennstoff-Chem., 
13, 261~264, 1932) (#8 54) 


S$ 2 科 & 

2881, Overthrusting € Underth- 
rusting の 見 別け 方 Lovering, T S. 

も し thruzt fault が tear faulting の zone 
に PT overturnedfold か ら 分 か れ て く 
れ ば , tear faults OREOPB iL Zt ic 
れる thrust block の 運動 の 方 向 を 示す べべ 
《 く , か く 《 く て underthrusting 示 起 り し ゃ も の 
な る みか, overthrusting 示 起 り し も ゃ の な る 
De LESS V, Mati, 
overturned fold の 軸 に formation の swing 
が 向 へ て を る か , 或 は これ ょ り 離れ て を 
る か に 依っ つて も ゃ その thrust OMA & HVE 
し 得る 省 な り 。 此 考 を Seminoe Mountain 
thrust fault 及び Williams Range thrust 
fault に 適用 し , 前 者 は Overthrust な る で 
《, 後 者 は underthrust な る べき を 知れ 
Y oCJourn, Geol, 40, 651~ 663, 1932) 
CBT) . 


Sk i 102 . 
HR 


PUSAN UOBA HARRELL, 
東京 日 日 新春 12 月 24 f Ppeic Beavis, 
同 火 山 第 一 火口 は 去る 9 AWA te S 
活動 を 開始 し , 12 月 に 入 て 鼻 々 活 烈 と な 
Y, Hic 8~9 Hk VRAD Stn~c 
BBE LIS A ky 24 日 に 至る まで に , KH 
Hitt 100m om pS & te V, 300 Fr 
i > Fy ih & WA EW, JePE (aE 300m に 及び 
REAL ZEB IC SC HEARD ON eR L, 
BH <7 OA RAC HE MY HF ES 
SA, REA OUM VL GBB 

SBRSEESS 別項 の 如く , KE 
REE i ME RKC MS, BE 
A@ROWR <> 後任 と し て BARE 
書 を 類 は すこ と と な れ り 6。 こと で に 一 般 得 
員 に 報告 す 。 ; 


RAMAEOME AKER MUURTO 
WBEREL UCHR DEC AREB 
名 儀 人 と UCHH LBA 6 RHA 
WBC, RORY YS CHE © JR, 
去る 12 月 27 日 病 卒 か に HEV, AGS 
SETI BMY boo RAO KBARL 
VAP S ROME CH kVA SAB 
tbo RORKRDIRIC REC Id, ARBRE 疾 
C CRASH OBE ina ( DS SH, 
AREILRS HARE VCC fe] KO 58 
et te Ly < OLSS & [aS 1c (HS SRE 
WILE CWI, RURAL Ko Rie — 


RE ACHR L,TORMEDEVLT, 
GSE aS SS RE ES) 


Fl Neh whi aunts geht! Rare SAF Hig Pigg een は 


7 


TY) ソ / 


, 
a 


a SS ee Ae ee 


8 Iu St Fi wn we OK se — Be 
本 間 、 役員 
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